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地域の宝物　だんじり新調
　　　　　　                           神代小路集落　
　豪華な刺しゅうが施された水引幕と真っ赤な布団、
ちょうちん、金綱、胴締めが80年ぶりに再現され
た布団だんじり。
　3月12日の春祭りでは、威勢よく鎮

ちんじゅ

守八幡神社
へ錬り込みました。
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昨
年
は
、
合
併
と
い
う
大
事
業

を
成
し
遂
げ
、
歴
史
に
残
る
年
で

あ
り
ま
し
た
。
市
民
の
皆
様
、
議

員
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
度

重
な
る
ご
労
苦
に
対
し
衷
心
よ
り

感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
「
平
成
の
大
合
併
」
に
よ
り
全
国

の
市
町
村
は
、
今
年
三
月
末
ま
で

に
三
千
二
百
余
り
か
ら
一
千
八
百

余
り
と
な
り
、
全
国
的
に
新
し
い

市
が
出
揃
い
ま
し
た
。
淡
路
島
も

三
市
体
制
が
ス
タ
ー
ト
し
、
南
あ

わ
じ
市
に
と
っ
て
も
本
格
的
な
始

動
の
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

さ
て
、
本
格
的
な
地
方
分
権
を

確
立
す
る
た
め
、
政
府
は
政
策
金

融
改
革
、
総
人
件
費
改
革
、
医
療

制
度
改
革
、
民
間
へ
の
業
務
開
放
・

規
制
改
革
な
ど
を
通
じ
「
小
さ
く

て
効
率
的
な
政
府
」
を
実
現
す
る

と
と
も
に
、
規
制
・
金
融
・
税
制
・

歳
出
等
の
改
革
を
推
進
す
る
な
ど
、

各
分
野
に
わ
た

る
構
造
改
革
を

断
行
し
て
お
り

ま
す
。「
国
か

ら
地
方
へ
」
の

方
針
は
、
三
位

一
体
改
革
の

総
仕
上
げ
と
し

て
、
四
兆
円
を

上
回
る
国
庫
補

助
負
担
金
の
改

革
、
三
兆
円
規

模
の
税
源
移

2
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第
八
回
市
議
会
定
例
会
が
三
月
六
日
に
召
集
さ
れ
、
中
田
勝
久
市
長
が
平
成
十
八
年
度
施

政
方
針
と
予
算
案
を
提
案
し
ま
し
た
。
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
施
政
方
針
の
全
文
は
南
あ
わ
じ
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

譲
、
地
方
交
付
税
改
革
を
確
実
に

実
現
し
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

地
方
は
、
大
き
な
時
代
の
う
ね

り
に
埋
没
す
る
こ
と
な
く
、
独
自

性
を
特
化
さ
せ
自
主
自
立
の
考
え

方
を
定
着
さ
せ
な
が
ら
、
戦
略
的

に
施
策
を
展
開
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
正
に
今
は
正
念
場
で
あ

り
、
簡
素
で
効
率
的
な
行
政
を
実

現
す
る
た
め
、
地
方
自
治
の
あ
り

方
や
行
政
運
営
の
手
法
な
ど
に
対

し
て
抜
本
的
な
考
え
方
の
変
革
を

求
め
る
「
認
識
の
構
造
改
革
」
が

必
要
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

人
口
減
少
・
少
子
化
対
策

　

人
口
減
少
・
少
子
化
対
策
は
、

働
く
場
所
の
確
保
、
住
む
所
の
確

保
、
子
育
て
環
境
の
整
備
、
女
性

が
働
き
や
す
い
環
境
の
整
備
、
固

定
的
な
男
女
役
割
分
業
観
の
変
革

の
五
つ
が
大
き
な
要
素
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
社
会
全
体
で

子
育
て
支
援
を
行
う
と
い
う
シ
ス

「
本 

格 

的 

な 

始 

動 

の 

年
」

2006.4.1発行

学
生
の
皆
さ
ん
へ

 

学
生
納
付
特
例
制
度
を

　
　
　

ご
存
知
で
す
か
？

　

国
民
年
金
は
、
日
本
に
住
む
20

歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
す
べ
て
の
人

が
加
入
し
、
40
年
間
保
険
料
を
納

付
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
学
生

も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
が
困
難
な
学
生
に
は
、
学
生
本

人
の
前
年
所
得
が
一
定
額
以
下
の

場
合
、
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ

れ
る
学
生
納
付
特
例
制
度
が
あ
り

ま
す
。

▽
対
象
者　

20
歳
以
上
の
学
生

（
大
学
、
大
学
院
、
短
大
、
高

等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
専

修
学
校
お
よ
び
各
種
学
校
）
で

あ
っ
て
、
本
人
の
前
年
の
所
得

が
一
定
額
以
下
の
人

　

※
夜
間
・
定
時
制
・
通
信
制
の

学
生
も
含
ま
れ
ま
す

▽
申
請
先　

総
合
窓
口
セ
ン
タ

ー
、
出
張
所
、
連
絡
所
、
支
所

※
申
請
は
毎
年
必
要
で
す
の

　
　

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い

▽
持
参
す
る
も
の　

①
学
生
証
ま

た
は
在
学
証
明
書
②
基
礎
年

金
番
号
の
わ
か
る
も
の
（
年
金

手
帳
や
納
付
書
）
③
各
種
学
校

に
通
う
学
生
は
、
修
業
年
月
が

１
年
以
上
で
あ
る
こ
と
を
証

明
す
る
も
の
④
印
か
ん

▽
承
認
を
受
け
る
と　

平
成
18
年

４
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
の

保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ

ま
す
。
承
認
を
受
け
た
期
間

は
、
年
金
を
受
け
取
る
た
め
の

必
要
な
期
間
に
は
含
ま
れ
ま

す
が
、
年
金
額
に
は
反
映
さ
れ

ま
せ
ん
。
学
生
納
付
特
例
の
承

認
を
受
け
た
期
間
は
、
10
年
以

内
で
あ
れ
ば
さ
か
の
ぼ
っ
て

納
付
（
追
納
と
い
い
ま
す
）
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
将
来
受

け
取
る
老
齢
基
礎
年
金
を
満

額
に
近
づ
け
た
い
人
は
、
お
早

め
に
追
納
し
ま
し
ょ
う
。（
た

だ
し
、
承
認
を
受
け
た
年
度
か

ら
起
算
し
て
３
年
度
目
以
降

に
保
険
料
を
追
納
す
る
場
合

は
、
当
時
の
保
険
料
に
一
定
額

が
加
算
さ
れ
ま
す
）

問
市
民
課
☎
43
・
５
０
２
３
、

　

明
石
社
会
保
険
事
務
所

　

☎
０
７
８
・
９
１
２
・
４
９
１
６

87
％
が
圧
迫
死

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
の
死
因

の
内
訳
は
、

家
具
の
転

倒
、
家
屋

の
倒
壊
に

よ
る
圧
迫

死
が
約
八
十
七
％
、
焼
死
が
約

九
％
で
す
。
こ
の
数
字
か
ら
い
か

に
各
家
庭
に
お
い
て
、
家
具
の
安

全
配
置
や
耐
震
化
に
つ
い
て
の
対

策
が
と
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
か
が

わ
か
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
震
発
生
の
午
前
五
時

四
十
六
分
か
ら
午
前
六
時
の
間
に

三
千
二
百
六
十
六
人
の
方
が
亡
く

な
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
十
五
分

の
間
に
死
者
の
六
割
の
方
が
即
死

状
態
で
亡
く
な
っ
た
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。
焼
死
に
つ
い
て
は
、
家

具
の
転
倒
や
家
屋
の
倒
壊
に
よ

り
、
身
動
き
が
と
れ
な
い
た
め
、

延
焼
す
る
火
災
に
ま
き
込
ま
れ
て

亡
く
な
っ
た
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で

す
。

　

皆
さ
ん
の
家
庭
で
は
、
家
具
は

き
ち
ん
と
固
定
さ
れ
て
い
ま
す

か
？
高
い
所
に
物
は
置
い
て
い
ま

せ
ん
か
？
家
屋
の
耐
震
化
、
ブ

ロ
ッ
ク
塀
の
安
全
対
策
は
と
ら
れ

て
い
ま
す
か
？
災
害
時
に
際
し
て

の
持
ち
出
し
品
を
準
備
し
て
い
ま

す
か
？

　

防
災
対
策
は
、
ま
ず
第
一
に
わ

が
身
を
守
る
こ
と
、
次
に
家
族
を

守
る
こ
と
で
す
。
避
難
に
つ
い
て

考
え
る
前
に
、
わ
が
家
の
防
災
対

策
を
見
直
し
て
み
る
こ
と
か
ら
始

め
ま
し
ょ
う
。

家
庭
の
防
災
対
策
は
大
丈
夫
？

南あわじ市防災ネット
http://bosai.net/
minamiawaji/

　
　
　
ひ
と
口
メ
モ

防災課
☎43-5006

テ
ム
づ
く
り
を
行
い
な
が
ら
、
企

業
誘
致
、
住
宅
開
発
や
住
環
境
の

整
備
、
定
住
対
策
、
保
育
・
教
育

の
質
的
向
上
と
地
域
の
支
援
、
男

性
を
含
め
た
育
児
休
業
の
取
得
な

ど
を
促
進
誘
発
し
、
総
合
的
な
対

策
を
組
み
立
て
て
い
き
ま
す
。

防
災
対
策

　

災
害
か
ら
市
民
の
生
命
、身
体
、

財
産
を
守
る
こ
と
は
行
政
の
最
重

要
課
題
の
一
つ
で
あ
り
、
災
害
予

防
、
災
害
応
急
対
策
、
災
害
復
旧
・

復
興
の
各
段
階
に
お
い
て
、
防
災

対
策
に
万
全
を
期
さ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

甚
大
な
被
害
の
発
生
が
想
定
さ

れ
る
東
南
海
・
南
海
地
震
等
へ
の

対
応
に
つ
い
て
は
、
市
の
主
要
事

業
で
あ
る
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
整
備

事
業
を
活
用
し
て
、
屋
内
外
告
知

機
能
の
充
実
強
化
等
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
ハ
ー
ド
事
業
に
は
限
界

が
あ
り
ま
す
の
で
、
災
害
発
生
時

に
は
即
座
に
避
難
し
、
近
隣
で
助

け
合
い
、
尊
い
命
を
守
る
仕
組
み

づ
く
り
と
し
て
、
自
主
防
災
組
織

の
構
築
を
よ
り
一
層
推
進
し
、
常

に
地
域
の
状
況
を
住
民
が
把
握

し
、
迅
速
に
対
応
す
る
習
慣
づ
く

り
を
す
す
め
ま
す
。

ふ
る
さ
と
資
源
の
有
効
活
用

　

市
町
村
の
合
併
が
す
す
む
中
、

今
後
の
自
治
体
は
、
独
自
の
魅
力

を
磨
き
な
が
ら
地
域
の
潜
在
力
を

引
き
出
し
、
日
本
や
世
界
の
中
で

一
流
の
自
立
す
る
田
舎
や
都
市
を

確
立
さ
せ
、
い
か
に
オ
ン
リ
ー
１

に
な
る
か
を
め
ざ
さ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

南
あ
わ
じ
市
は
優
れ
た
「
ふ
る

さ
と
資
源
」を
有
し
て
お
り
ま
す
。

　

ジ
ャ
パ
ン
ブ
ラ
ン
ド
支
援
事
業

を
行
っ
て
い
る
瓦
や
評
価
の
高
い

玉
葱
の
よ
う
に
、
特
徴
や
独
自
性

を
選
択
と
集
中
に
よ
り
成
長
進
化

さ
せ
、
知
恵
と
工
夫
を
こ
ら
し
な

が
ら
、
安
心
・
安
全
・
高
品
質
・

本
物
志
向
に
対
応
し
、
よ
り
一
層

全
国
に
発
信
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
今
後
は
関
係
団
体
の
自
主

性
の
も
と
着
実
で
効
果
的
な
事
業

展
開
を
支
援
し
、
県
が
す
す
め
る

「
淡
路
島
産
品
販
路
拡
大
推
進
事

業
」
と
協
調
し
て
ま
い
り
ま
す
。

簡
素
で
効
率
的
な
行
政
の
実
現

　

少
子
高
齢
社
会
へ
の
突
入
と
生

産
年
齢
人
口
の
減
少
、
団
塊
の
世

代
が
定
年
を
迎
え
る
二
〇
〇
七
年

問
題
、
政
府
の
各
種
改
革
に
よ
る

負
担
増
大
、県
か
ら
の
事
務
移
譲
、

厳
し
い
市
の
財
政
状
況
な
ど
、
数

多
く
の
構
造
的
重
要
課
題
を
抱
え

て
い
ま
す
。

　

昨
年
国
勢
調
査
が
行
わ
れ
、
南

あ
わ
じ
市
の
人
口
が
二
〇
〇
〇
年

の
五
万
四
千
九
百
七
十
九
人
か

ら
二
〇
〇
五
年
の
速
報
値
で
は

五
万
二
千
二
百
八
十
一
人
と
約

二
千
七
百
人
が
減
少
し
、
地
方
交

付
税
に
も
大
き
く
影
響
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

現
状
に
お
い
て
は
、
従
来
か
ら

の
事
務
事
業
の
継
続
を
余
儀
な
く

さ
れ
、
膨
大
な
市
民
か
ら
の
要
望

や
課
題
解
決
の
た
め
の
事
業
展
開

が
必
然
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。　

　　

各
種
要
因
に
よ
り
財
政
状
況
が

悪
化
す
る
な
か
、
今
後
は
、
持
続

的
発
展
可
能
な
都ま
ち市
づ
く
り
や
多

様
化
・
高
度
化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ

へ
対
応
す
る
た
め
に
、「
選
択
と
集

中
」「
自
主
自
立
」
を
旨
に
、
市
民

の
深
い
ご
理
解
を
賜
り
、
高
齢
者

の
知
恵
と
経
験
を
結
集
し
な
が
ら

積
極
的
か
つ
大
胆
な
行
財
政
の
効

率
化
を
す
す
め
て
、
行
政
能
力
の

向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

南
あ
わ
じ
市
と
し
て
本
格
的
始

動
の
年
と
な
る
予
算
の
編
成
に
あ

た
っ
て
は
極
め
て
厳
し
い
財
政
状

況
の
も
と
、
苦
渋
の
決
断
を
強
い

ら
れ
ま
し
た
。
地
域
の
要
望
や
是

非
と
も
着
手
す
べ
き
事
業
な
ど
、

全
て
を
予
算
化
す
る
こ
と
が
困
難

な
な
か
、
事
業
の
緊
急
性
、
優
先

順
位
を
精
査
検
討
し
、
的
確
な
事

業
展
開
が
図
ら
れ
る
よ
う
財
源
の

効
率
的
か
つ
効
果
的
配
分
に
努
め

て
お
り
ま
す
。

▲施政方針を述べる中田市長
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地方交付税
75億円4,000万円
　　　(28.7％)

市税
57億9,115万円
(22.0％)42億5,620万円

　　　(16.2％)

市債

県支出金

国庫支出金
繰入金

繰越金
地方譲与税

使用料及び手数料

歳　入
　26２億
9,000万円

21億8,768万円
　(8.3％)

14億2,562万円
(5.4％)

13億5,572万円
(5.2％)

8億9,054万円 (3.4％)

７億4,000万円 (2.8％)

諸収入 ４億3,952万円 (1.6％)地方消費税交付金
5億1,000万円 (1.9％) 分担金及び負担金 ３億1,194万円 (1.2％)　　

その他 5億4,163万円 (2.2％)
3億円 (1.1％)

民生費
50億1,364万円
(19.1％)

公債費
44億7,813万円
(17.0％)

　教育費
33億3,950万円
(12.7％)

48億2,325万円
(18.3％)

農林水産業費 総務費
土木費

衛生費

消防費

商工費

30億1,594万円
(11.5％)

19億3,618万円
(7.4％)

18億2,927万円
（6.9％)

8億 9,051万円
(3.4％)

4億8,875万円 (1.9％) 議会費 2億7,409万円 (1.0％)　　
その他 2億74万円 (0.8％)

歳　出
　26２億
9,000万円

当初予算額一覧表
（単位：千円）

会　　計　　名 本年度 前年度 増減率 (％ )
一般会計 26,290,000 26,710,000 △1.6
特別会計 27,757,185 27,931,897 △0.6
国民健康保険特別会計 5,779,814 5,754,045 0.4
老人保健特別会計 6,137,071 5,827,745 5.3
介護保険特別会計 3,866,785 3,955,863 △2.3
訪問看護事業特別会計 58,791 60,408 △2.7
公共下水道事業特別会計 3,684,559 5,012,109 △26.5
農業集落排水事業特別会計 370,081 919,842 △59.8
漁業集落排水事業特別会計 1,268,541 546,884 132.0
サイクリングターミナル事業特別会計 79,868 87,853 △9.1
慶野松原海水浴場特別会計 10,119 10,308 △1.8
土地開発事業特別会計 1,594,753 799,189 99.5
産業廃棄物最終処分事業特別会計 181,718 111,672 62.7
ケーブルテレビ事業特別会計 227,024 267,974 △15.3
水道事業会計 3,369,883 3,244,329 3.9
農業共済事業会計 594,987 676,406 △12.0
国民宿舎事業会計 513,743 518,925 △1.0
広田財産区管理会特別会計 350 420 △16.7
福良財産区管理会特別会計 17,380 16,730 3.9
北阿万財産区管理会特別会計 1,134 1,034 9.7
沼島財産区管理会特別会計 584 600 △2.7
公共用地先行取得特別会計 0 119,561 皆減

　合　　　計 54,047,185 54,641,897 △1.1

　

南
あ
わ
じ
市
で
は
、
総
額
五
百
四
十
億
四
千
七
百
十
八
万
五
千
円
の
平
成

十
八
年
度
予
算
を
編
成
し
ま
し
た
。
一
般
会
計
は
、
二
百
六
十
二
億
九
千
万

円
で
前
年
度
に
比
べ
一
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
の
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、
選
択
と
集
中
を
基
本
理
念
に
、
防
災
、
少
子

化
対
策
、
地
域
産
業
活
性
化
に
重
点
を
置
く
な
ど
、
限
ら
れ
た
財
源
の
有
効

か
つ
効
率
的
な
配
分
に
努
め
て
い
ま
す
。

平成 18 年度
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　歳出を目的別に見ると、右のグラフや下の
「市民一人当たり使われるお金」のようにな
りますが、一方、歳出を性質別に見ると、義
務的経費（必ず必要な経費）として、人件費
（職員の給与等）46 億 1,635 万円（構成比
17.6％）、公債費（市債の償還金）44億 7,798
万円（同 17％）、扶助費（福祉や医療の助成、
生活扶助等）23億 5,527 万円（同 9％）で、
これらを合計すると 114 億 4,960 万円とな
り全体の 43.6％を占めています。
　その他、投資的経費（農林水産業施設の整
備や土木施設の整備、その他公共施設の整備
等）は 58 億 3,417 万円で全体の 22.2％を
占め、物件費（臨時職員の賃金や委託料等）
34 億 2,055 万円（13.0％）、繰出金（特別
会計への繰出金）26億 3,594 万円（10.0％）、
補助費等（各種団体への補助金・負担金等）
24億 7,807 万円（9.4％）、維持補修費（公
共施設等に係る維持修繕等）3億 1,058 万円
（1.2％）、積立金（各種基金への積立）1億
590万円（0.4％）などとなっています。

　歳入で最も多いのは、地方交付税の
75 億 4,000 万円（構成比 28.7％）で
三位一体の改革や昨年の国勢調査による
人口の減少等の影響により対前年度 2億
6,000 万円（3.3％）の減となっています。
　次に多いのは市税の 57 億 9,115 万円
（同 22％）ですが、税政改正により個人
住民税が増額される一方、景気低迷の影響
による法人市民税の減少等があり、市民税
総額では対前年度 969 万円（0.5％）の
減、固定資産税も評価替え等により 7,921
万円（2.3％）の減を見込んでいます。
　3 番 目 に 多 い の は、 市 債 の 42 億
5,620 万円（同 16.2％）で対前年度 9
億 2,750 万円（27.9％）の増となって
います。なお、平成 18 年度末の市債残
高は 458 億 7,468 万円（市民一人当た
り約 85 万）となる見込みです。市債は
一般家庭における借金にあたるものです
が、一方、預貯金にあたる基金について
は、本年度に 11 億 9,835 万円を取崩す
予定で、平成 18年度末の基金残高は、27
億 6,793 万円（市民一人当たり約 5 万
円）に減少する見込みとなっています。

消防、災害
復旧、議会、
商工観光な
ど

ごみの処理、
保健衛生、し
尿処理など

道路や施設
の建設・管
理など

農業・水産
業の活性化
など

人件費や市
役所の管理
経費など

教育や文化、
スポーツの
振興など

市が借り入
れている債
務の返済

社会福祉や
生活扶助な
ど

市
民
一
人
当
た
り
使
わ
れ
る
お
金

歳
出
総
額
48
万
５
４
４
０
円92,576円82,688円61,663円89,061円55,689円35,751円33,777円34,235円

※一人あたりの金額は、平成18年３月１日現在の人口54,157人で算出した値です

歳入構成図目的別の歳出構成図

温泉に入るときに
かかる税

自動二輪、軽自動
車などにかかる税

たばこの消費に対
してかかる税

個人の所得や法人
の収益などに対し
てかかる税

土地や家屋、償却
資産にかかる税

市
民
一
人
当
た
り
が
負
担
す
る
税
額

市
税
総
額
10
万
６
９
３
３
円33,417円 63,036円6,977円2,851円652円

2006.4.1発行
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地域産業活性化に重点防災・少子化対策・

▼自然環境との調和
　玉ねぎ残さ炭化処理施設整備　2億 1,100 万円
　河川美化、環境ﾊﾟﾄﾛｰﾙ、道路沿線緑化　4,570 万円
　廃棄物処理計画の策定　787万円
　不燃ごみ分別、資源ごみ回収　4,676 万円
　不法投棄・廃棄物処理、土壌調査　195万円
　松くい虫防除　6,945 万円
▼健康・福祉サービスの充実
　自立支援法関係計画策定　446万円
　障害者見舞金、自立支援など　4億 4,166 万円
　在宅介護支援、外出支援などの老人福祉　1億 4,372 万円
　らんらんバス・せい太くんバスの運行　2,720 万円
　高齢重度心身障害者への助成、老人保健会計への繰出
　　　　　　　　　　　　　　　　　　8億 444万円
　少子化対策・子育て支援
　　　　　出産祝金　1,620 万円
　　　　　児童手当　3億 3,626 万円
　　　　　子育て学習センター活動　1,345 万円
　　　　　保育サービス事業　9億 6,586 万円
　　　　　私立保育所運営補助　1億 9,656 万円
　　　　　学童保育の整備充実　2,573 万円
　　　　　３歳児未満医療無料化など　3,947 万円
　生活扶助、医療扶助などの生活保護　4億 5,997 万円
　町ぐるみ健診、予防接種など健康づくり　1億 8,373 万円
　温浴施設の管理運営　1億 8,127 万円
　福祉ボランティアの活動支援など　4,150 万円
　地域包括支援センターの創設など　6,182 万円
　市民養老金など高齢者祝い金等給付　1,843 万円
　老人クラブ活動支援、敬老会など　4,254 万円
　高齢者・障害者向け住宅助成　460万円

▼安全で質の高い生活空間の創造
　地域防災対策
　　　　　災害用備蓄食糧等　3,912 万円
　　　　　防災タワー整備調査　300万円
　　　　　自主防災組織の育成　400万円
　　　　　沼島ヘリポート調査　300万円
　離島振興対策　871万円
　消防ポンプ積載車更新　4,480 万円
　中央、三原庁舎非常用発電機設置　2,460 万円
　住宅再建支援助成　2,150 万円
　総合窓口応急措置事業（市民いなりこ予算）　300万円
　高速バス通勤通学支援　1,204 万円
　駐在所の用地確保　3,050 万円
　老朽管更新など上水道施設の整備　7億 7,200 万円
　公共下水道事業（管敷設等 9処理区）　29億 6,300 万円
　漁業集落排水処理事業（丸山処理区）　11億 3,260 万円
　合併処理浄化槽整備　2,989 万円
　市営住宅しづおり第２団地整備　1億 3,419 万円

▼総合的な文化・スポーツ交流の場づくり
　のじぎく兵庫国体の推進、実施　2億 3,407 万円
　マラソン大会、体育協会などへの助成　2,691 万円
▼伝統・文化の保存と活用
　埋蔵文化財の調査　1億 52万円
　淡路人形浄瑠璃の保存伝承　2,661 万円
　慶野松原の保存、郷土芸能保存助成　1,453 万円　
▼学校教育、生涯学習の充実
　外国人講師配置　4,511 万円
　通学バスの運行　3,715 万円
　自然学校・トライやるウイーク　1,694 万円
　不登校対策、心の相談の充実　1,810 万円
　小中学校入学祝金の支給　950万円
　青少年の健全育成　1,118 万円

　人権教育の推進　4,708 万円
　野外活動センター整備　537万円
　公民館の整備と各種活動　1億 515万円
　女性の社会参画と学習機会の充実　774万円
　小中学校の改築及び大規模改造 4棟、耐震診断 3校
　など　7億 6,953 万円

▼生産基盤の整備充実
　農畜産物処理加工施設整備　3億 6,482 万円
　定年帰農促進　17万円
　新規就農、高校生実習、農機運転資格取得　190万円
　農作業の省力化対策　500万円
　農地流動化促進と耕作放棄田保全　300万円
　中山間地域集落環境保全　3,939 万円
　家畜ふん尿共同処理施設整備　700万円
　ブランド野菜供給体制整備　700万円
　被災地域への農機具導入　1,125 万円
　畜産共進会・「食まつり」等開催　900万円
　高品質乳牛の確保等　275万円
　地籍調査事業　8,173 万円
　県営ほ場整備の推進（区画整理、調査設計）　1億 3,500 万円
　団体営ほ場整備事業（区画整理、換地等）　4億 9,005 万円
　経営構造対策事業の推進（ｺﾝｸﾘｰﾄ畦畔）　2,912 万円
　オニオンロード整備　1億 2,513 万円
　県営ため池整備、防災ダム事業　6,634 万円
　阿万大川地区排水対策調査　1,102 万円
　農地農業用施設災害復旧事業　3,611 万円
　志知三斗台地区河川応急事業　4,848 万円
　たい、ひらめ等栽培漁業の推進　1,453 万円
　漁礁、築いそ設置　4,363 万円
　たこつぼ設置　200万円
　沼島地区産卵育成場整備、稚魚放流　1,749 万円
　津井中津浦治山事業　522万円
▼自然や既存産業を活かした地域の活性化
　淡路瓦屋根工事補助　1,500 万円
　観光の振興
　　　観光協会助成、案内板・パンフ作成　2,070 万円
　　　足湯施設の維持管理等　556万円
　　　農業公園の管理運営　1億 816万円
　　　灘黒岩水仙郷の管理運営　2,760 万円
　海水浴場、海釣公園、キャンプ場など水産振興　4,112 万円

▼幹線道路など都市環境
　の整備
　都市計画区域の指定調査
　　200万円
　市道改良、調査等
　　3億 1,305 万円
　低地排水対策、内水対策
　　5,800 万円
　河川・排水路の整備
　　5,240 万円
▼きめ細かな生活道路の
　整備充実
　生活道路の整備、道路橋梁の補修　1億 323万円
　歩道・ｶｰﾌﾞﾐﾗｰ・街灯等安全施設整備 1,625 万円
▼高度情報通信環境の整備
　ケーブルテレビ事業伝送路・送出設備等の整備
　　23億 3,124 万円
　地図情報システム導入検討　525万円

安心とうるおいを与える
生活環境の創造

次世代の人材を育てる
教育・文化の充実

利便性の高い
都市基盤の整備

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
伝
送
路
工
事

▼

福
良
地
区
防
災
訓
練
（
土
の
う
づ
く
り
）

2006.4.1発行

子
育
て
学
習
セ
ン
タ
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運
動
会

▼多様な住民活動の創出
　自治会運営助成、集会所改修助成など　3,285 万円
　総合計画の策定　885万円
　旧三原郡役所の復元　200万円
▼特色ある交流・イベントの充実
　市民まつり、地域づくりイベントの助成　1,618 万円
　県民芸術劇場の上演　80万円
▼広域的な都市間の連携・交流
　姉妹都市交流助成、友好市町への派遣　797万円
▼行財政構造改革の推進
　行財政改革の推進、公共施設の検討　937万円
　土地路線価方式の導入　5,200 万円

活発な住民活動の創出と
連携・交流の促進

広報 

▼

自然環境と調和した
産業の振興

　魚の棚市場、朝市、水産まつり　295万円
　慶野松原海水浴場環境整備　1,800 万円
　企業誘致の推進　7,009 万円
▼住民ニーズに応じた商業環境の整備
　商工会、産業振興協会などへの助成、支援　1億 828万円
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「
行
財
政
改
革
大
綱
」
「
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」
「
定
員
適
正
化
計
画
」
を
決
定

　

行
財
政
改
革
審
議
会
は
、
行
財

政
改
革
大
綱
お
よ
び
実
施
計
画
、

そ
の
他
の
行
財
政
改
革
の
推
進
に

関
す
る
重
要
事
項
を
調
査
審
議
し
、

市
長
に
提
言
し
ま
す
。

　

二
月
二
十
日
に
委
嘱
さ
れ
た
当
審

議
会
委
員
は
、
大
綱
の
策
定
に
つ
い

て
調
査
・
審
議
を
重
ね
、
三
月
十
五

日
、「
市
民
の
協
力
を
得
な
が
ら
市

職
員
一
人
ひ
と
り
が
危
機
感
を
も
っ

て
行
財
政
改
革
を
推
進
し
て
ほ
し

い
」
と
市
長
へ
答
申
し
ま
し
た
。

◆
委
員
（
敬
称
略
）

委
員
長
＝
秀
睦
雄
、
副
委
員
長
＝

谷
本
馨
、
委
員
＝
井
本
恵
子
、
志

智
宣
夫
、清
水
と
も
子
、北
内
秀
明
、

児
島
茂
男
、
秦
紳
一
郎
、
芝
壽
浩
、

前
田
吉
計

財政の健全化に向け、行財政運営を改革

9 8
広報 

　

市
町
村
合
併
が
最
大
の
行
財
政

改
革
と
さ
れ
、
昨
年
一
月
に
南
あ

わ
じ
市
は
誕
生
し
ま
し
た
が
、
そ

の
効
果
は
ま
だ
ま
だ
発
揮
さ
れ
て

い
な
い
の
が
現
状
で
す
。
ま
た
、

三
位
一
体
改
革
に
よ
る
補
助
金
・

地
方
交
付
税
の
削
減
や
、
生
活
基

盤
の
整
備
な
ど
に
使
っ
て
き
た
膨

大
な
借
入
金
の
償
還
金
な
ど
が
財

政
を
圧
迫
し
、
こ
の
ま
ま
で
は

今
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
維
持
で
き

な
く
な
り
、
平
成
十
九
年
度
に
は

　

南
あ
わ
じ
市
の
財
政
健
全
化
に
向
け
、
行
財
政
運
営
を
改
革

す
る
「
行
財
政
改
革
大
綱
」「
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」「
定
員
適
正

化
計
画
」
を
決
定
し
ま
し
た
。
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行
財
政
改
革
審
議
会
の

　
設
置
、
大
綱
を
答
申

▲秀睦雄委員長（左）から中田市長へ
　提言書が手渡されました

財
政
の
健
全
化
に
向
け
、
行
財
政
運
営
を
改
革

貯
金
で
あ
る
基
金
が
底
を
尽
き
、

二
十
一
年
度
に
は
財
政
再
建
団
体

に
陥
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
こ
の
状
況
を
打
破
し
財

政
の
健
全
化
や
財
政
基
盤
の
強
化

を
図
る
た
め
、
こ
の
ほ
ど
「
行
財

政
改
革
大
綱
」を
策
定
し
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
大
綱
を
受
け
て
「
集

中
改
革
プ
ラ
ン
」「
定
員
適
正
化

計
画
」
を
策
定
し
計
画
的
に
行
財

政
改
革
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、「
大
綱
」、「
集
中
改
革

プ
ラ
ン
」
お
よ
び
「
定
員
適
正
化

計
画
」の
全
文
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
お
よ
び
市
長
公
室
で
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。

問
市
長
公
室
☎
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集中改革プラン
21年度までの５か年

　集中改革プランは行財政改革大綱に基づき、集
中的に実施する平成 17年度から平成 21年度ま
での具体的な取り組みを分かりやすく示した計
画のことです。
　また、取り組み状況については、検証をしなが
ら随時見直しを行っていきます。

改革の必要性
◆市を取り巻く状況の変化
・少子高齢化
　（平成18年３月１日現在の年層割合）
　　０～14歳＝ 13.14％、15～ 64歳＝ 61.21％、65歳以上＝25.65％
・国による「三位一体改革」の推進（補助金・地方交付税の大幅な削減等）
・地方分権の進展
◆深刻な財政状況の悪化
・市税収入の減少
・福祉・医療経費の増大
・借金返済額の増大　など

財政再建団体への転落の恐れ
　このまま推移すれば、平成 21年度に財政再建団体への転落が危
惧されます。国の管理下で財政再建を行う場合、市の独自性が失われ、
行政サービスが大幅に低下します。
※財政再建団体とは、民間企業で言えば倒産して管財人の管理を受ける状態

◆大綱の概要
（１）経営感覚にあふれた市民満足度の高い行政経営の推進
　①市民の視点に立った行政サービスの向上
　　→職員の接客マナーの向上、申請・受付等手続き時間の短縮など
　②事務事業の改善・改革
　　→行政評価システムの確立、事務事業の整理・統合など
　③民間活力等の導入
　　→民間委託等の推進と総点検、費用対効果の検証など

（２）地方分権時代にふさわしい自立できる行政経営の推進
　①財政の健全化
　　→財政健全化計画の策定、税等収納率の向上など
　②定員管理及び給与、手当の適正化
　　→総職員数５年後6.2%減、給与引下げ・諸手当の見直しなど
　③組織・機構の見直し
　　→業務内容・業務量の把握、職員の適正配置など
　④人材育成と職員の意識改革
　　→人事評価システムの導入、組織管理能力の向上など
　⑤公共施設・公有財産の管理運営の見直し・統廃合と有効活用
　　→庁舎等公共施設整備検討委員会の設置、指定管理者制度の活用など
　⑥公営企業及び第三セクターの経営監視
　　→経営状況の把握と適正な指導、経常経費の削減など
　⑦公共工事の適正化とコスト縮減
　　→入札制度の見直し、公共工事の入札・契約の情報公開など

（３）市民との信頼関係に基づく協働による行政経営の推進
　①幅広い市民の行政への参画
　　→１００人委員会の設置、ボランティア団体との連携強化など
　②受益と負担の公平性、行政の公正さの確保
　　→使用料・手数料の見直し、受益者負担の適正化など
　③説明責任と透明性の確保
　　→適切な情報公開、広報紙・ホームページ・ＣＡＴＶの活用など
　④市民力の強化と防災など危機管理体制の整備
　　→危機管理体制の整備、自主防災組織の充実など

（１）事務事業の再編・整理、廃止・統合
①財政基盤の強化を図り安定した行政サービスを提供できるように、平成17年度
に行財政改革大綱、18年度には行財政改革実施計画を決定します。
■審議会等の設置　行財政改革審議会（H17）、行財政改革推進委員会（H17）

取組内容 目標年度
17 18 19 20 21

行財政改革大綱の策定 策定
行財政改革実施計画の策定 策定
行財政改革の実施 実施 ⇒ ⇒ ⇒
②行政評価システムを導入し、事務事業の整理と見直しを行います。
■検討部会の設置　行政評価システム検討部会（H17）

取組内容 目標年度
17 18 19 20 21

行政評価システムの導入 検討 実施 ⇒ ⇒ ⇒
行政評価に基づく事務事業の見直し 検討 実施 ⇒ ⇒
事務事業の整理 実施 ⇒ ⇒ ⇒

（２）民間委託等の推進
①民間活力を導入して効率化とサービスの維持を図るため、公共施設の管理等につ
いて検証し、指定管理者制度の導入を含め民間委託等に取り組みます。
■検討部会の設置　民間委託等検討部会（H18）

取組内容 目標年度
17 18 19 20 21

施設ごとの民間委託等の推進 検討 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒
指定管理者制度（平成16年
度・合併時）の導入

95施設
(16年度から )

再委託
等検討 実施

湊研修指導施設の指定管理者
制度の導入 検討 実施

バイオマス利活用施設の指定
管理者制度の導入 検討 実施 ⇒

生産物直売所「魚彩館」の指
定管理者制度の導入 検討 実施

灘ターミナルセンターの指定
管理者制度の導入 検討 実施

②事務や業務の民間委託が可能かどうかを検討し、効率かつ適正に行える
ものについては委託します。
■検討部会の設置　民間委託等検討部会（H18）

取組内容 目標年度
17 18 19 20 21

５庁舎の夜間警備の全部委託 検討 実施 ⇒ ⇒ ⇒
一般ごみ収集の全部委託 検討 ⇒ 実施 ⇒ ⇒

（３）定員管理の適正化
　人件費抑制のために、計画的に定員管理を行います。現在の職員数 661人を平
成17年度から平成21年度の５年間で41人（6.2％）の削減を進めます。

取組内容 目標年度
17 18 19 20 21

定員適正化計画の策定 策定
定員適正化計画に基づく定員管理 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

（４）手当の総点検を始めとする給与の適正化
①平成18年４月より一般職員と特別職の給与水準を引き下げます。また、年功的な
給与上昇の抑制と、今後導入予定の人事評価に応じた給与構造への転換を図ります。

取組内容 目標年度
17 18 19 20 21

給与水準の引下げ（平均4.8％） 検討 実施
給料表の７級制及び号給の４分割の導入 検討 実施
特別職の給与の引下げ 検討 実施
②平成18年度において、調整手当５％を廃止し、地域手当３％を導入することに
より、支給率を引き下げます。また、管理職手当の支給率も１～２％引き下げます。
さらに、現在の特殊勤務手当の適正性を検討するとともに、適正な人員配置や事務
事業の見直しを実施して時間外勤務手当を縮減します。

取組内容 目標年度
17 18 19 20 21

調整手当（5％）の廃止 検討 実施
地域手当（3％）の導入 検討 実施
管理職手当の支給率の引下げ 検討 実施
特殊勤務手当（平成 16 年度
合併時に一度見直し実施済み） 検討 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

時間外勤務手当の縮減 検討 実施
③「人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」を制定し、人事行政全般の運営
状況について公表します。

取組内容 目標年度
17 18 19 20 21

人事行政の運営等の状況の公表
に関する条例の施行 検討 実施

人事行政の運営等の状況の公表 実施
④市民から理解と支持が得られる適正な福利厚生事業を実施します。

取組内容 目標年度
17 18 19 20 21

退職生業資金の廃止 実施
福利厚生事業の見直し 検討 ⇒ ⇒ ⇒

（５）第三セクターの見直し
　第三セクターの経営状況が、財政運営に影響を及ぼすことの無いよう、
適切な監視と経営の見直し、経営状況の公表などに取り組みます。
■検討部会の設置　公営企業・第三セクター経営検討部会（H18）

取組内容 目標年度
17 18 19 20 21

第三セクターの経営状況の把握
と適正な指導 実施 ⇒ ⇒ ⇒

第三セクターの経営状況を公表 公表 ⇒ ⇒ ⇒

（６）経費削減等の財政効果
①嘱託職員・臨時職員等の賃金および人員数を見直します。また、各
種委員会の集約等による報酬総額の検討にも取り組みます。

取組内容 目標年度
17 18 19 20 21

嘱託、臨時職員等の人員数
の見直し 検討 実施 ⇒ ⇒ ⇒

賃金、報酬等の見直し 検討 ⇒ ⇒ ⇒
②分庁舎方式の中であっても、指揮命令系統の明確化などによりスムーズに業
務執行が行えるよう随時、組織・機構のあり方の検討・見直しに取り組みます。
■検討部会の設置　組織機構検討部会（H17）

取組内容 目標年度
17 18 19 20 21

指揮命令系統の明確な組織編成 検討･実施 実施 ⇒ ⇒ ⇒
③行政として対応すべき補助金等の必要性やあり方等を検討し、総額
の削減に取り組みます。

取組内容 目標年度
17 18 19 20 21

負担金・補助金・交付金の見直し 検討 ⇒ ⇒ ⇒
市単独補助金の減額 実施 ⇒ ⇒ ⇒
④公共工事のコスト縮減に努めるとともに、入札・契約についての情
報を公開します。

取組内容 目標年度
17 18 19 20 21

普通建設事業の抑制 実施 ⇒ ⇒ ⇒
入札・契約等の情報公開 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒
⑤市内部の管理経費の節約に取り組み、簡素で効率的な行財政運営を行います。

取組内容 目標年度
17 18 19 20 21

施設維持管理費の削減 実施 ⇒ ⇒ ⇒
物品購入の一元化 検討 実施 ⇒ ⇒
公用車管理の一元化（集中管理） 検討 実施 ⇒ ⇒ ⇒
⑥税等の徴収率の向上や受益者負担の適正化等に努め、財源の確保に
取り組みます。

取組内容 目標年度
17 18 19 20 21

未利用財産の売払い 検討 実施 ⇒ ⇒ ⇒
税等の収納対策強化 実施 ⇒ ⇒ ⇒
下水道の加入促進 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒
使用料・手数料の見直し 検討 ⇒ ⇒ ⇒

（７）新庁舎をはじめ、現５庁舎・出張所・連絡所・支所・複数ある同
種の施設等について、業務のあり方や地域の実情に応じた効果的な統
廃合・有効活用の検討に取り組みます。
■委員会の設置　庁舎等公共施設整備検討委員会（H18）

取組内容 目標年度
17 18 19 20 21

庁舎等公共施設のあり方の見直し 実施 ⇒ ⇒ ⇒

大綱の策定
財政の健全化
　財政基盤の強化へ！！行政サービスの維持へ！！



　

堤
防
か
ら
の
水
漏
れ
を
防
ぐ
工

事
を
進
め
て
い
た
農
業
用
の
た
め

池
「
西
ケ
谷
池
」（
神
代
浦
壁
）

の
改
修
工
事
が
完
了
し
三
月
十
一

日
、
水
利
関
係
者
ら
約
四
十
人
が

出
席
し
て
竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

同
池
は
昭
和
六
十
年
八
月
の
集

中
豪
雨
に
よ
り
堤
防
の
一
部
が
陥

没
、
翌
年
災
害
復
旧
事
業
に
よ
り

堤
防
の
決
壊
を
防
ぐ
洪
水
ば
け
を

設
置
、
前
面
に
は
ブ
ロ
ッ
ク
を
張

る
工
事
を
行
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
た
め
池
地
盤
下
の
岩

盤
か
ら
の
水
漏
れ
は
完
全
に
止
ま

ら
ず
、
平
成
七
年
の
阪
神
淡
路

大
震
災
以
後
は
漏
水
が
激
し
く
な

り
、平
成
十
三
年
に
は
県
か
ら「
警

戒
た
め
池
」
の
指
定
を
受
け
ま
し

た
。
こ
の
た
め
、
洲
本
土
地
改
良

事
務
所
で
は
平
成
十
六
年
一
月
か

ら
堤
防
に
九
十
四
か
所
の
穴
を
あ

け
る
工
事
を
開
始
。
液
状
の
セ
メ

ン
ト
を
流
し
込
ん
で
、
岩
盤
の
亀

裂
を
塞
ぎ
ま
し
た
。
ま
た
、
取
水

施
設
も
新
設
し
ま
し
た
。

　

た
め
池
は
総
貯
水
量

二
十
一
万
九
千
立
方
メ
ー
ト
ル
、

堤
防
は
長
さ
七
十
六
・
五
メ
ー
ト

ル
高
さ
十
四
・
八
メ
ー
ト
ル
。
総

事
業
費
は
一
億
五
千
六
百
九
十
万

円
。
福
永
な
ど
七
集
落
の
農
地

十
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
潤
し
ま
す
。

市政ひろば
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ひ
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南
あ
わ
じ
市
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興

と
南
あ
わ
じ
市
体
育
協
会
（
金
崎

詳あ
き
つ
ぐ継
会
長
）の
発
足
を
記
念
し
て
、

「
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ア
ー
南
あ
わ
じ
」

が
三
月
十
一
日
、
十
二
日
の
二
日

間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

十
一
日
に
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ

ン
ト
を
文
化
体
育
館
で
開
催
し
、

ス
ポ
ー
ツ
賞
の
授
与
式
や
プ
ロ

ビ
ー
チ
バ
レ
ー
選
手
の
佐
伯
美
香

さ
ん
の
講
演
、
保
育
所
園
児
に
よ

る
は
ば
タ
ン
ダ
ン
ス
な
ど
を
行
い

ま
し
た
。
十
二
日
に
は
、
市
内
の

会
場
で
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
や
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
、
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
な
ど
八

種
目
の
大
会
や
教
室
、
体
験
コ
ー

ナ
ー
を
開
催
し
、
二
日
間
合
わ
せ

て
延
べ
約
一
千
人
が
参
加
し
ま
し

た
（
二
十
一
頁
に
大
会
結
果
）。

　

佐
伯
美
香
選
手
の
講
演
で
は
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
日
本
リ
ー
グ
時
代

に
同
じ
チ
ー
ム
で
活
躍
し
て
き
た

西
岡
幸
子
さ
ん
（
西
淡
社
会
教
育

セ
ン
タ
ー
職
員
）
と
の
対
談
や
、

会
場
か
ら
の
質
問
コ
ー
ナ
ー
を
交

え
な
が
ら
、
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
の
魅

力
や
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
人
生
で
学
ん

だ
こ
と
、
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出

場
へ
の
熱
意
な
ど
が
語
ら
れ
ま
し

た
。
今
年
、
の
じ
ぎ
く
兵
庫
国
体

の
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
競
技
が
南
あ
わ

じ
市
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い

て
触
れ
、「
四
回
国
体
に
出
場
し

て
い
る
が
、
毎
回
感
じ
る
こ
と
は

地
元
の
皆
さ
ん
が
手
作
り
で
盛
り

上
げ
て
い
る
の
が
伝
わ
っ
て
く
る

こ
と
。
選
手
た
ち
を
気
持
ち
よ
く

迎
え
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

南
あ
わ
じ
市
ス
ポ
ー
ツ
賞
表
彰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

◆
功
労
賞　

体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
、
振

興
に
著
し
く
功
績
の
あ
っ
た
者
▽
藪
田
大
三

（
賀
集
）
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
の
振
興
▽
蓮
池

洋
美
（
福
良
）
少
林
寺
拳
法
、
相
撲
競
技
の

振
興
▽
香
川
惠
司
（
志
知
）
少
林
寺
拳
法
の

振
興

◆
優
秀
指
導
者
賞　

ス
ポ
ー
ツ
の
指
導
に

精
励
し
、
顕
著
な
業
績
を
収
め
た
者
▽
吉
野

仁
（
広
田
）
水
泳
全
国
大
会
へ
の
出
場
選
手

育
成

◆
優
秀
選
手
賞　

ス
ポ
ー
ツ
で
優
秀
な
成
績

を
収
め
た
者
及
び
団
体
【
個
人
】
▽
奈
木
佑

次
（
福
良
）
全
国
青
年
大
会
柔
道
競
技
個
人

90
㎏
以
下
級
優
勝
・
全
国
教
員
大
会
柔
道
競

技
団
体
優
勝
▽
正
木
健
人
（
北
阿
万
）
全
国

高
校
総
合
大
会
柔
道
競
技
団
体
第
３
位
・
個

人
１
０
０
㎏
超
級
第
３
位
▽
浦
瀬
泰
司
（
福

良
）
国
民
体
育
大
会
柔
道
競
技
成
年
男
子
に

出
場
▽
奈
木
宏
昌
（
福
良
）
ロ
シ
ア
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
柔
道
大
会
第
５
位
▽
廻
角
隆
平

（
阿
万
）
全
国
高
等
学
校
柔
道
選
手
権
団
体
に

出
場
▽
江
本
典
隆
（
北
阿
万
）
国
民
体
育
大

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ア
ー
南
あ
わ
じ

▲園児から手作りの花束を受ける佐伯選手

　

慶
野
松
原
の
北
部
海
岸
で
は
、

松
林
を
守
る
た
め
、
侵
食
を
防
止

す
る
盛
土
工
事
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
慶
野
松
原
は
文
化
庁
の
所
有

地
で
す
が
、
松
く
い
虫
の
防
除
な

ど
の
松
林
の
管
理
は
南
あ
わ
じ
市

教
育
委
員
会
が
行
い
、
地
域
住
民

に
よ
り
保
護
活
動
が
展
開
さ
れ
て

い
ま
す
。
洲
本
市
五
色
町
付
近
の

北
部
海
岸
線
で
は
、
侵
食
に
よ
り

砂
浜
の
幅
が
二
十
メ
ー
ト
ル
ま
で

減
少
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
一

昨
年
の
台
風
二
十
三
号
で
は
高
波

が
砂
浜
を
越
え
、
浜
側
の
松
を
根

こ
そ
ぎ
倒
し
ま
し
た
。

　

教
育
委
員
会
で
は
、
松
林
の
保

全
と
塩
害
の
防
止
の
た
め
土
砂
で

堤
防
を
築
き
、
砂
の
流
出
を
防

ぐ
工
事
を
三
月
か
ら
開
始
し
ま
し

た
。
堤
防
は
、
長
さ
四
百
メ
ー
ト

ル
、幅
八
メ
ー
ト
ル
、高
さ
一
メ
ー

ト
ル
で
土
砂
に
セ
メ
ン
ト
を
混
ぜ

強
度
を
高
め
ま
し
た
。
使
用
す
る

土
砂
は
、
洲
本
土
木
事
務
所
の
協

力
に
よ
り
、
災
害
復
旧
し
て
い
る

大
日
川
な
ど
に
流
入
し
た
土
砂
を

再
利
用
し
、
約
五
百
万
円
を
節
約

し
ま
し
た
。

▲慶野松原での盛土工事

　
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
に
一
千
人
が
参
加

慶
野
松
原
北
部
海
岸

　
砂
浜
の
侵
食
を
守
る
堤
防
工
事

会
相
撲
競
技
成
年
男
子
B
に
出
場
▽
池
尻
実

（
湊
）
近
畿
中
学
校
総
合
体
育
大
会
相
撲
大

会
優
勝
・
全
国
都
道
府
県
相
撲
大
会
準
優
勝

▽
森
本
竜
司
（
福
良
）
わ
ん
ぱ
く
相
撲
全
国

大
会
ベ
ス
ト
16
・
御
坊
日
高
ア
マ
チ
ュ
ア
相

撲
大
会
優
勝
▽
古
池
百
々
代
（
潮
美
台
）
国

民
体
育
大
会
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
少
年
女
子

に
出
場
▽
仲
尾
和
也
（
阿
那
賀
）
国
民
体
育

大
会
秋
季
大
会
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
競

技
少
年
男
子
85
㎏
級
８
位
▽
中
田
百
香
（
倭

文
）
全
国
高
校
総
合
大
会
ボ
ー
ト
競
技
女
子

舵
手
付
ク
ォ
ド
ル
プ
ル
第
５
位
▽
清
水
晶
也

（
八
木
）
全
国
高
校
総
合
大
会
ボ
ー
ト
競
技
出

場
▽
齋
藤
愛
佳
（
津
井
）
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア

選
手
権
ボ
ー
ト
競
技
30
位
▽
打
越
雅
美
（
市

ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
）
全
国
ジ
ュ
ニ
ア
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
夏
季
大
会
４
０
０
m
個
人
メ
ド

レ
ー
優
勝
・
ジ
ュ
ニ
ア
パ
ン
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク

大
会
４
０
０
m
個
人
メ
ド
レ
ー
第
２
位
▽
佃

優
貴
（
賀
集
）
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
陸
上
競
技
選

手
権
大
会
走
り
高
跳
び
第
６
位
▽
服
部
愛
美

（
松
帆
）
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
陸

上
競
技
１
０
０
m
ハ
ー
ド
ル
第
７
位
▽
芝
秀

輔
（
福
良
）
ジ
ャ
パ
ン
セ
ブ
ン
ズ
高
校
の
部

プ
レ
ー
ト
優
勝
▽
高
田
夕
来
（
榎
列
）
全
国

高
等
学
校
定
時
制
通
信
制
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大

会
団
体
３
位
▽
小
泉
正
人
（
沼
島
）
全
国
高

等
学
校
総
合
体
育
大
会
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技

出
場
【
団
体
】
▽
富
地
麻
奈
美
・
新
崎
美
希

ペ
ア
（
志
知
高
）
マ
ド
ン
ナ
カ
ッ
プ
ビ
ー
チ

バ
レ
ー
ジ
ャ
パ
ン
女
子
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権
大

会
ベ
ス
ト
８
▽
杉
本
弥
奈
美
・
坂
本
有
里
ペ

ア
（
三
原
高
）
同
大
会
ベ
ス
ト
16
▽
市
川
絵

梨
香
・
原
口
望
（
同
）
同
大
会
ベ
ス
ト
32
▽

望
月
聖
・
矢
田
中
省
吾
ペ
ア
（
同
）
全
日
本

ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ジ
ュ
ニ
ア
男
子
選
手
権
ベ
ス

ト
16
▽
畑
野
翔
太
・
黒
田
浩
二
郎
ペ
ア
（
同
）

同
大
会
出
場
▽
南
淡
：
稲
山
桂
子
、
赤
木
冨

美
子
、
森
千
尋
、
阿
部
ま
ゆ
み
、
清
水
裕
美
、

豊
田
た
か
子
、
桑
島
久
視
子
、
森
廣
子
、
神

田
顕
子
、
坂
本
里
美
、
酒
部
真
由
美　

近
畿

選
抜
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
優
勝
大

会
優
勝
▽
さ
く
ら
：
深
田
勝
子
、
山
本
よ
し

子
、
柏
木
ハ
ツ
子
、
瀬
戸
孝
子
、
久
保
田
ま

さ
子　

全
国
選
抜
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
出
場

▽
飛
翔
会
：
道
上
英
司
、
中
尾
隆
太
、
西
田

圭
一
、
西
田
里
美
、
済
藤
詔
彦
、
済
藤
都
美
、

前
川
雅
文
、
前
川
光
代
、
井
上
政
俊
、
井
上

む
つ
子
、
葭
光
洋
、
葭
繭
子
、
道
上
宏
子　

全
国
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭
男

女
混
合
綱
引
大
会
C
グ
ル
ー
プ
第
２
位

◆
奨
励
賞　

ス
ポ
ー
ツ
で
優
秀
な
成
績
を
収

め
た
者
及
び
団
体
▽
齋
藤
佑
弥
（
八
木
）
県

ち
び
っ
子
相
撲
大
会
６
年
の
部
優
勝
▽
福
岡

翔
輝
（
八
木
）
ち
び
っ
子
わ
ん
ぱ
く
相
撲
全

国
大
会
出
場
▽
窪
田
真
也
（
福
良
）
Ｊ
Ｏ
Ｃ

ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
夏
季
大
会

出
場
▽
山
口
英
輝
（
八
木
）
同
春
季
大
会
出

場
▽
原
拓
哉
（
広
田
）
兵
庫
県
小
学
校
陸
上

競
技
大
会
６
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
優
勝

神
代
浦
壁
の
農
業
用
た
め
池

　
西に

し

が

た

に

ケ
谷
池
の
改
修
工
事
完
成

南
淡
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
に
感
謝
状

　

昨
年
九
月
、
南
あ
わ
じ
市
が
採

択
し
た
「
交
通
安
全
宣
言
の
市
」

を
宣
伝
す
る
看
板
を
作
成
し
た
南

淡
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
滝
川
昌

弘
会
長
）
に
二
月
二
十
八
日
、
感

謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

看
板
は
、
賀
集
の
国
道
沿
い
に

設
置
さ
れ
、
高
さ
五
メ
ー
ト
ル
、

幅
九
十
セ
ン
チ
。
今
年
一
月
に
塗

り
替
え
ら
れ
「
交
通
安
全
宣
言
の

市
」
と
記
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
、
南
あ
わ
じ
市
交
通

対
策
協
議
会
の
役
員
ら
も
同
席

し
、
同
協
議
会
会
長
の
中
田
市
長

か
ら
滝
川
会
長
に
感
謝
状
が
渡
さ

れ
ま
し
た
。

　

滝
川
会
長
は
、「
こ
の
看
板
で

交
通
安
全
の
意
識
を
高
め
て
も
ら

い
た
い
。
市
民
に
も
交
通
安
全
宣

言
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
期

待
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

　
交
通
安
全
宣
言
の
市
看
板
設
置

▲八幡交差点付近で交通
　安全をＰＲする看板

福
良
向
谷
町
内
会

　

宝
く
じ
の
収
益
を
財
源
と
し
た

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
活
用

し
、
福
良
向
谷
町
内
会
で
は
こ
の

ほ
ど
、
太
鼓
台
を
整
備
し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
財
団
法
人
自
治
総

合
セ
ン
タ
ー
が
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
に
必
要
な
施
設
ま
た
は
、

設
備
の
整
備
に
要
す
る
経
費
に
対

し
て
助
成
を
行
う
事
業
で
す
。

向
谷
町
内
会
の
伊
勢
崎
孝
夫

会
長
は
「
地
域
の
歴
史
・
伝
統
に

対
す
る
住
民
意
識
の
高
揚
を
図

り
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
た

い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
太
鼓
台
備
品
を
新
調

▲新調された太鼓台備品

▲市内で行われたスポーツ大会・教室
　（トランポビクス教室）

▲中田市長から表彰を受けるスポーツ賞受賞者
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〜
介
護
予
防
を
重
視
〜

2006.4.1発行

介
護
度
区
分
の
変
更

　

今
回
の
制
度
改
正
に
よ
り
「
予

防
重
視
型
サ
ー
ビ
ス
」
の
充
実
を

目
的
と
し
て
、
六
段
階
で
あ
っ
た

介
護
度
が
比
較
的
軽
度
な
要
介
護

区
分
を
細
分
化
し
、
七
段
階
に
な

り
ま
し
た
。

予
防
重
視
型
サ
ー
ビ
ス
が

　
　
　
　
　
　
　
ス
タ
ー
ト

　

要
介
護
状
態
を
で
き
る
限
り
予

防
し
、
要
介
護
状
態
と
な
っ
て
も

状
態
が
悪
化
し
な
い
よ
う
に
す
る

「
予
防
重
視
型
サ
ー
ビ
ス
」
の
導

入
が
中
心
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

介
護
保
険
制
度
改
正
に
併
せ
、
介
護
保
険
料
も
見
直
さ
れ
ま
し
た
。

介
護
保
険
は
、
介
護
が
必
要
と
な
っ
た
方
を
社
会
全
体
で
支
え
る
た
め
、

必
要
な
費
用
を
皆
さ
ま
の
保
険
料
（
40
歳
以
上
）
と
国
・
県
・
市
の
負

担
金
で
賄
っ
て
い
ま
す
。

　

南
あ
わ
じ
市
で
は
平
成
18
年
度
か
ら
平
成
20
年
度
ま
で
の
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
利
用
総
額
を
推
計
し
、
必
要
な
介
護
保
険
料
を
決
定
し
ま
し

た
。
保
険
料
は
、
前
年
中
の
所
得
や
市
町
村
民
税
の
課
税
状
況
に
よ
っ

て
決
定
さ
れ
ま
す
。

○
老
齢
（
退
職
）
年
金

○
遺
族
年
金

○
障
害
年
金

　

※
老
齢
福
祉
年
金
に
つ
い
て
は
天

　
　

引
き
の
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん

介
護
保
険
料
の
納
め
方

◆
仮
徴
収
の
通
知
は
４
月
に
送
付

　

し
ま
す

　

特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）
の

方
は
、
そ
の
年
の
２
月
と
同
じ
金

額
を
４
月
、
６
月
、
８
月
に
納
め

ま
す
。

　

普
通
徴
収
（
口
座
振
替
、
納
付

書
納
付
）
の
方
は
、
前
年
度
と
同

じ
条
件
の
所
得
段
階
の
年
間
保
険

料
額
を
６
回
に
割
っ
た
金
額
を
４

月
、
６
月
に
納
め
ま
す
。

◆
本
徴
収
の
通
知
は
７
月
に
送
付

　

し
ま
す
（
年
間
保
険
料
額
が
決

　

定
し
ま
す
） 

　

特
別
徴
収
の
方
は
、
決
定
し
た

年
間
保
険
料
額
か
ら
仮
算
定
の
保

険
料
額
を
引
き
、
残
額
を
10
月
、

12
月
、
２
月
の
３
回
で
納
め
ま
す

（
百
円
未
満
は
10
月
で
調
整
）。

　

普
通
徴
収
の
方
は
、
決
定
し
た

年
間
保
険
料
額
か
ら
仮
算
定
の
保

険
料
額
を
引
き
、
残
額
を
８
月
、

10
月
、
12
月
、
２
月
の
４
回
で
納

め
ま
す
（
百
円
未
満
は
８
月
で
調

整
）。

　
「
介
護
予
防
」
の
実
践
に
は
、
時

機
を
と
ら
え
た
適
切
な
サ
ー
ビ
ス

が
必
要
と
す
る
人
に
提
供
さ
れ
る

仕
組
み
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
、
新

た
に
「
新
予
防
給
付
」
と
「
地
域

支
援
事
業
」
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

新
予
防
給
付
と
は

　

軽
度
の
要
介
護
者
を
対
象
に
要

介
護
状
態
な
ど
の
軽
減
、
悪
化
防

止
に
適
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

ま
す
。

　

高
齢
者
自
ら
が
で
き
る
こ
と
を

増
や
し
、
生
活
機
能
の
向
上
を
目

標
と
し
て
い
ま
す
。

　

対
象
者
は
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
の
保
健
師
な
ど
が
中
心
と

な
り
個
別
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
（
介

護
予
防
プ
ラ
ン
作
成
調
査
）
を
行

い
、
本
人
に
併
せ
た
プ
ラ
ン
を
作

り
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
後
の
状
態
な

ど
も
評
価
し
ま
す
。

地
域
支
援
事
業
と
は

　

要
支
援
・
要
介
護
状
態
に
な
る

前
の
高
齢
者
を
対
象
に
、
地
域
で

の
生
活
を
継
続
す
る
た
め
に
介
護

保
険
サ
ー
ビ
ス
を
中
心
に
さ
ま
ざ

ま
な
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
る
よ

う
に
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

介
護
予
防
・
包
括
的
支
援
・
任

意
事
業
を
市
の
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
が
中
心
と
な
っ
て
実
施
し

ま
す
。

保
険
料
の
改
正

対象者
年間介護保険料額

18年度 19年度 20年度
第４段階の者のう
ち、税制改正がない
場合

第1段階の該当者 25,740円 32,370円
39,000円第２段階の該当者 25,740円 32,370円

第３段階の該当者 32,370円 35,490円

第５段階の者のう
ち、税制改正がない
場合

第1段階の該当者 29,250円 39,000円

48,750円
第２段階の該当者 29,250円 39,000円
第３段階の該当者 35,490円 42,120円
第４段階の該当者 42,120円 45,240円

第
４
・
５
段
階
に
該
当
す
る

方
へ
の
激
変
緩
和
措
置　

　

平
成
18
年
度
の
税
制
改
正
の
影

響
に
よ
り
、
市
町
村
民
税
が
非
課

税
で
あ
っ
た
方
が
課
税
と
な
っ
た

場
合
は
、
急
激
に
介
護
保
険
料
額

が
上
が
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ

れ
を
防
ぐ
た
め
、
激
変
緩
和
措
置

が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

激
変
緩
和
措
置
と
は
、
段
階
的

に
保
険
料
額
を
上
げ
て
い
き
、
平

成
20
年
度
に
は
通
常
の
保
険
料
を

課
す
制
度
で
す
。

特
別
徴
収
の
対
象
と
な
る
年
金

　

特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）
の

対
象
年
金
が
次
の
３
種
に
拡
大
さ

れ
ま
し
た
。

　

新
た
に
対
象
と
な
っ
た
遺
族
年

金
・
障
害
年
金
の
天
引
き
は
、
10

月
以
降
の
開
始
と
な
り
ま
す
。

　

介
護
保
険
は
、
加
齢
に
伴
っ
て
要
介
護
状
態
に
な
っ
た
時
に
必
要
な

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
、
そ
の
人
の
能
力
に
応
じ
、
で
き
る
だ
け
自
立
し

た
日
常
生
活
が
営
め
る
よ
う
社
会
全
体
で
支
え
合
う
社
会
保
険
制
度
と

し
て
平
成
十
二
年
か
ら
利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
こ
の
制
度
が
改
正
さ
れ
、「
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
と
き
」
だ
け

で
な
く
、「
で
き
る
限
り
介
護
状
態
に
な
ら
な
い
よ
う
に
」
と
し
た
「
介

護
予
防
重
視
型
」
へ
と
移
行
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
概
要
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

問長寿福祉課
☎44-3005
F 44-3035

第４・５段階該当者への激変緩和措置

所得段階 対　象　者
年間保険料額

（計算方法）

第１段階

生活保護受給者および老齢福祉

年金（※１）受給者で、世帯全

員が市町村民税非課税の者

19,500円

（基準額×0.5）

第２段階

世帯全員が市町村民税非課税の

者で、本人の年金収入額と合計

所得金額（※２）の合算額が

80万円以下の者

24,180円

（基準額×0.62）

第３段階
世帯全員が市町村民税非課税の

者で、第２段階に該当しない者

29,250円

（基準額×0.75）

第４段階

世帯の誰かに市町村民税が課税

されているが、本人は市町村民

税非課税の者

39,000円

（基準額）

第５段階

本人が市町村民税課税で、前年

の合計所得金額（※２）が200

万円未満の者

48,750円

（基準額×1.25）

第６段階

本人が市町村民税課税で、前年

の合計所得金額（※２）が200

万円以上の者

58,500円

（基準額×1.5）

生
活
保
護
を
受
給
し
て
い
る

市
町
村
民
税
を
納
め
て
い
る

同
じ
世
帯
に
市
町
村
民
税
を

納
め
て
い
る
人
が
い
る

合
計
所
得
金
額
が

２
０
０
万
円
以
上

で
あ
る
（
※
２
）

年
金
収
入
と
合
計
所
得

の
合
算
額
が
80
万
円
以

上
で
あ
る
（
※
２
）

老
齢
福
祉
年
金
を

受
給
し
て
い
る
（
※
１
）

あなたの介護保険料は？

はい

いいえ

いいえ いいえ いいえ

いいえ

いいえ

はい

はい

はい

はい

はい

※１　老齢福祉年金＝明治44年４月１日以前に生まれた者。または大正５年４月１日以前に生まれた者で一定条件を満たす者が受けている年金
※２　合計所得金額＝「所得」とは実際の「収入」から「必要経費の相当額」を差し引いた額

事業名 事業内容

地
域
支
援
事
業

必
須
事
業

①介護予防事業

・特定高齢者の把握
・要支援、要介護になるおそれの高い
　者等を対象とする介護予防サービ
　スの提供（特定高齢者施策）
・全高齢者を対象とする介護予防事業
　（一般高齢者施策）

②包括
的支援
事業

介護予防マ
ネジメント

・介護予防ケアマネジメント

総合相談・
支援事業

・地域の高齢者の実態把握、介護以外
　の生活支援サービスとの調整等

権利擁護事業 ・虐待の防止、虐待の早期発見等

地域ケア支
援事業

・支援困難事例に関するケアマネ　
　ジャーへの助言、地域のケアマネ
　ジャーのネットワークづくり等

③任意事業 その他
・介護給付等費用適正化事業、家族介
　護支援事業等

※②は地域包括支援センターで実施していく事業

地域支援事業の概要

予防重視型システムの概要

高齢者

特定高齢者
の把握

要介護認定
・要介護状態区分の審査
・状態の維持、改善の可
　能性の審査

要支援・要介
護になる恐れ
のある人

地域支援事業
（介護予防サービス）

要支援者
（現行の要支援者・

要介護１の一部）

新予防給付

要介護者

介護給付

要支援・要介護と
なることへの防止

重度化の防止

地域包括支援センター
（介護予防マネジメント）

居宅介護支
援事業所

（ケアマネジメント）

は新しい制度
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　三原庁舎☎43-5021
　南淡庁舎☎50-3031
【中央庁舎】
総務部
　市長公室☎43-5002
　総務課☎43-5001
　防災課☎43-5006
　情報課☎43-5003
　さんさんネット☎43-2345
選挙管理委員会事務局☎43-5004
議会事務局☎43-5005
【緑庁舎】
健康福祉部
　福祉課☎44-3002
　長寿福祉課☎44-3005
　保険課☎44-3003
　健康課☎44-3004
【西淡庁舎】
産業振興部
　商工観光課☎37-3012
　水産振興課☎37-3013
都市整備部
　管理課☎37-3014
　建設課☎37-3015
　都市計画課☎37-3016
教育委員会（教育部）
　教育総務課☎37-3017
　学校教育課☎37-3018
　人権教育課☎37-3019
　生涯学習文化振興課☎37-3020
【三原庁舎】
市民生活部
　市民課☎43-5023
　税務課☎43-5022
　生活環境課☎43-5024
農業振興部
　農林振興課☎43-5025
　農地整備課☎43-5026
　地籍調査課☎43-5027
　農業共済課☎42-6210
農業委員会事務局☎43-5029
【南淡庁舎】
財務部
　財政課☎50-3033
　管財課☎50-3034
　国体推進室☎50-3036
上下水道部
　企業経営課☎50-3037
　水道課☎50-3038
　下水道課☎50-3039
会計課☎50-3040

　
通
勤
・
通
学
者
へ
交
通
費
を
助
成

　

高
速
バ
ス
等
を
利
用
さ
れ
る
通
勤
・
通
学
者
を
対
象
に
、
交
通
費

の
助
成
制
度
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
対
象
者　

①
島
外
へ
高
速
バ

ス
・
船
舶
を
利
用
し
て
通
勤
・

通
学
す
る
方
。
②
一
般
路
線
バ

ス
の
利
用
だ
け
で
は
通
学
が

困
難
で
あ
る
た
め
、
高
速
バ
ス

を
利
用
し
て
島
内
の
学
校
へ

通
学
す
る
方

※
①
②
と
も
に
市
内
に
居
住
し
、

定
期
券
を
購
入
さ
れ
る
方
に

限
り
ま
す

▽
助
成
区
間　

①
高
速
バ
ス
路
線

＝
高
速
バ
ス
の
バ
ス
停
か
ら

高
速
舞
子
ま
た
は
小
鳴
門
橋

バ
ス
停
ま
で
。
②
船
舶
の
航
路

＝
島
内
の
乗
船
場
か
ら
次
の

乗
船
場
ま
で

※
①
②
と
も
に
、
一
般
路
線
バ
ス

の
区
間
は
対
象
外

▽
助
成
額　

通
勤
者
＝
助
成
区
間

の
定
期
額
か
ら
通
勤
手
当
を

差
し
引
い
た
金
額
の
20
％
、
通

学
者
＝
助
成
区
間
の
定
期
額

の
30
％

▽
申
請
に
必
要
な
書
類　

①
在
職

ま
た
は
在
学
証
明
書
（
通
学
証

明
書
も
可
）
②
助
成
の
対
象
と

な
る
定
期
券
の
写
し
③
通
勤
・

通
学
者
交
通
費
助
成
金
交
付

申
請
書
（
様
式
第
１
号
）
④
通

勤
手
当
支
給
額
証
明
書
（
様
式

第
２
号
）
⑤
請
求
書
兼
振
込
依

頼
書
（
様
式
第
３
号
）

※
年
度
内
の
継
続
申
請
の
場
合
、

①
の
添
付
は
省
略
で
き
ま
す
。

※
③
〜
⑤
に
つ
い
て
は
、
総
合
窓

口
セ
ン
タ
ー
と
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
取
得
で
き
ま
す

問
市
長
公
室
☎
43
・
５
０
０
２

小
中
学
校
等
へ
新
入
学
さ
れ
る
児
童
・
生
徒
の
保
護
者
の
皆
さ
ま
へ

　
　
　
入
学
祝
金
の
申
込
み
は
お
済
で
す
か
？

　

南
あ
わ
じ
市
で
は
、
小
学
校
お
よ
び
中
学
校
等
に
新
入
学
さ
れ
る

児
童
・
生
徒
の
健
や
か
な
成
長
を
お
祝
い
す
る
た
め
、
祝
金
を
お
贈

り
し
ま
す
。

▽
支
給
対
象　

小
学
校
、中
学
校
、

中
等
教
育
学
校
、
盲
・
ろ
う
・

養
護
学
校
の
小
・
中
等
部
の
第

１
学
年
に
新
入
学
さ
れ
る
児

童
生
徒
の
保
護
者
の
方
で
、
当

該
年
度
の
４
月
１
日
現
在
（
今

回
は
平
成
18
年
４
月
１
日
現

在
）
に
お
い
て
、
南
あ
わ
じ
市

内
に
住
所
を
有
す
る
方

▽
金
額　

児
童
生
徒
お
一
人
に
つ

き
１
万
円
。
保
護
者
名
義
の
口

座
へ
振
り
込
み
ま
す

▽
申
請
方
法　

３
月
下
旬
に
郵
送

で
「
南
あ
わ
じ
市
入
学
祝
金
口

座
振
込
依
頼
書
」
を
お
送
り
し

て
い
ま
す
。
必
要
事
項
を
記
入

し
、
押
印
の
う
え
、
４
月
10
日

（
月
）
ま
で
に
、
総
合
窓
口
セ

ン
タ
ー
か
、
教
育
部
学
校
教
育

課
（
西
淡
庁
舎
）
ま
で
提
出
く

だ
さ
い
。

※
４
月
10
日
以
降
も
申
請
は
で
き
ま

す
が
、
入
金
が
遅
く
な
り
ま
す

※
書
類
を
紛
失
さ
れ
た
方
、
お
手

元
に
届
い
て
い
な
い
方
は
次
の

連
絡
先
ま
で
お
電
話
く
だ
さ
い

問
学
校
教
育
課
☎
37
・
３
０
１
８

西
淡
志
知
処
理
区
で
下
水
道
が
使
用
で
き
ま
す

　
　
　
　
　
　
福
良
・
賀
集
・
北
阿
万
も
拡
大

　

平
成
16
年
度
か
ら
工
事
を
始
め
て
い
ま
し
た
西
淡
志
知
浄
化
セ
ン

タ
ー
が
こ
の
度
完
成
し
、
飯
山
寺
・
志
知
南
・
志
知
北
・
志
知
・
鈩

地
区
で
下
水
道
が
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

排
水
設
備
の
工
事
を

　

下
水
道
が
使
用
で
き
る
５
地
区

で
建
物
を
所
有
す
る
方
は
、
庭
先

な
ど
に
設
置
し
た
「
公
共
ま
す
」

に
家
庭
の
風
呂
や
台
所
、
ト
イ
レ

な
ど
の
排
水
管
を
接
続
し
、
生
活

排
水
が
下
水
道
管
に
流
れ
込
む
よ

う
に
排
水
設
備
の
工
事
を
お
願
い

し
ま
す
。

申
込
は
「
指
定
工
事
業
者
」
へ

　

こ
れ
ら
の
改
造
工
事
や
水
回
り

の
工
事
は
、
南
あ
わ
じ
市
が
指
定

し
た
「
排
水
設
備
工
事
指
定
工
事

業
者
」
で
な
け
れ
ば
施
工
で
き
ま

せ
ん
。
工
事
を
さ
れ
る
方
は
、
ま

ず
指
定
工
事
業
者
を
選
び
、
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

指
定
工
事
業
者
は
、
工
事
の
設

計
見
積
も
り
の
他
、市
へ
の
申
請
・

届
出
な
ど
の
事
務
手
続
き
も
依
頼

主
に
代
わ
り
行
っ
て
く
れ
ま
す
。

下
水
道
使
用
区
域
の
拡
大

　

新
た
に
３
月
31
日
よ
り
次
の
区

域
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。
排
水
設

備
の
工
事
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
福
良
処
理
区
＝
本
町
、東
本
町
、

　

東
一
丁
目
、
西
一
丁
目

◆
賀
集
処
理
区
＝
賀
集

◆
阿
万
処
理
区
＝
新
田
中
・
筒
井

訂
正
と
お
詫
び

　

広
報
南
あ
わ
じ
３
月
号
の
「
早

期
接
続
減
免
対
象
地
区
・
津
井
処

理
区
」
の
本
村
、
西
本
村
、
中
央

も
対
象
地
区
で
す
。

問
企
業
経
営
課
☎
50
・
３
０
３
７

　

地
籍
調
査
の
成
果
で
あ
る
「
地

籍
簿
・
図
」
が
次
の
法
務
局
に
備

付
け
ら
れ
ま
し
た
。

◆
神
戸
地
方
法
務
局
三
原
出
張
所

・
灘
山
本
の
一
部
（
平
成
５
年
度
）

問
地
籍
調
査
課
☎
43
・
５
０
２
７

地
籍
調
査
成
果
を

　
法
務
局
へ
備
付

４
月
１
日
か
ら

　

高
齢
者
虐
待
防
止
法
が
施
行

　

高
齢
者
の
権
利
を
擁
護
す
る
た
め
、
虐
待
防
止
と
養
護
者
支
援
の

両
面
を
盛
り
込
ん
だ
「
高
齢
者
虐
待
の
防
止
、
高
齢
者
の
養
護
者
に

対
す
る
支
援
等
に
関
す
る
法
律
」（
高
齢
者
虐
待
防
止
法
）
が
４
月
１

日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

法
律
の
概
要

◆
虐
待
の
定
義

・
65
歳
以
上
の
高
齢
者
に
対
す
る

殴
る
け
る
な
ど
の
身
体
へ
の

暴
行

・
食
事
を
与
え
な
い
な
ど
の
長
時

間
の
放
置

・
無
視
や
暴
言
な
ど
で
心
理
的
外

傷
を
与
え
る
行
為

・
性
的
虐
待

・
本
人
の
承
諾
な
し
に
年
金
な
ど

の
財
産
を
奪
っ
た
り
、
財
産
を

家
族
ら
が
勝
手
に
処
分
す
る

な
ど
の
経
済
的
虐
待

◆
虐
待
の
通
報
義
務

・
高
齢
者
を
養
護
す
る
者
に
よ
る

虐
待
を
発
見
し
た
者
に
、
市
町

村
へ
の
通
報
義
務
が
定
め
ら

れ
ま
し
た

◆
市
町
村
の
対
応

・
虐
待
の
通
報
を
受
け
た
市
町
村

長
は
、
速
や
か
に
高
齢
者
の
安

全
確
認
と
通
報
の
事
実
確
認

を
行
い
、
適
切
に
老
人
福
祉
法

に
よ
る
保
護
の
た
め
の
措
置

を
講
じ
ま
す

・
高
齢
者
の
生
命
ま
た
は
身
体
に

重
大
な
危
険
が
生
じ
て
い
る
と

判
断
さ
れ
る
場
合
に
は
、
高
齢

者
の
自
宅
や
、
入
所
施
設
に
立

ち
入
り
調
査
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
そ
の
際
、
必
要

に
応
じ
て
地
元
の
警
察
署
長
に

援
助
を
求
め
る
こ
と
が
出
来
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た

・
そ
の
他
養
護
者
支
援
の
観
点
か

ら
、
養
護
者
の
介
護
負
担
の
軽

減
の
た
め
の
相
談
等
に
も
応

じ
ま
す

高
齢
者
虐
待
の
相
談
窓
口

　

南
あ
わ
じ
市
で
は
高
齢
者
虐
待

に
関
す
る
通
報
・
相
談
は
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
窓
口
と
な

り
、
対
応
に
あ
た
り
ま
す
。

▽
場
所　

緑
庁
舎
、
長
寿
福
祉
課
内

▽
連
絡
先
☎
44
・
３
０
０
５
、

　

F 

44
・
３
０
３
５

◆期間　４月６日～15日の 10日間
◆運動重点　①子どもと高齢者の交通事故防
　止　②交差点の交通安全　③自転車の安全
　利用の推進　④シートベルトとチャイルド
　シートの正しい着用の徹底

　　　≪南あわじ交通対策協議会≫

◆体格に合ったシートを使用しましょう
▽乳児用シート･･･新生児～１歳頃、
　身長70㎝以下、体重10㎏未満
▽幼児用シート･･･１歳～４歳頃、
　身長100㎝以下、体重９～18㎏
▽学童用シート･･･４歳頃～ 10歳頃、
　身長135㎝以下、体重15～ 36ｋｇ
★後部席でもシートベルトを着用しましょう

春の全国交通安全運動

西淡志知処理区の供用開始区域
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南
あ
わ
じ
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
が
運
行
開
始

ら
ん
・
ら
ん
バ
ス
の
運
行　

　

４
月
3
日
か
ら
、
「
ら
ん
・
ら

ん
バ
ス
」
（
淡
路
交
通
㈱
に
委

託
）
が
市
内
を
２
ル
ー
ト
で
巡
回

し
ま
す
。

▼
時
刻
表　

４
月
１
日
の
新
聞
折

込
、
ま
た
は
総
合
窓
口
セ
ン
タ

ー
備
付
の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

▼
料
金　

１
回
２
０
０
円
（
小
児

１
０
０
円
）
障
害
者
手
帳
等
保

持
者
は
半
額
。
Ａ
、
Ｂ
ル
ー
ト

間
で
乗
り
継
ぎ
可
能

問
市
長
公
室
☎
43
・
５
０
０
２
、

　

淡
路
交
通
㈱
☎
22
・
３
１
２
１

　

４
月
８
日
か
ら
西
淡
地
区
巡
回

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
「
せ
い
太
く

ん
バ
ス
」
の
ダ
イ
ヤ
を
一
部
改
正

し
ま
す
。
到
着
時
間
な
ど
に
変
更

が
あ
り
ま
す
の
で
、
時
刻
表
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

▼
時
刻
表　

総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー

に
備
付
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

▼
料
金　

２
０
０
円
（
12
歳
以
下

半
額
）

問
市
長
公
室
☎
43
・
５
０
０
２
、

　

み
な
と
観
光
バ
ス
㈱
☎
36
・

３
０
８
１

　◆日程表（予定）
日付 都市名 現地時刻 交通 日程 食事

1 7月 25日（火）

大阪（関空）発
デトロイト着
デトロイト発
オーランド着

13：00
1 2：10
1 3：35
夕 刻

ＮＷ070

ＮＷ 426
バス

空路、アメリカ合衆国へ
【国際日付変更線】

着後、ホテルへ

機内
機内

夕
2 7月 26日（水）

オーランド滞在 終日：ウォルトディズニーワールド観光
朝・夕

3 7月 27日（木） 朝・夕
4 7月 28日（金）オーランド滞在 終日：ＮＡＳＡケネディー宇宙センター観光 朝・夕

5 7月 29日（土）

オーランド発
デトロイト着
デトロイト発
デイトン着

1 0 : 0 0
1 2 : 4 2
1 3 : 2 5
1 4 : 4 9

ＮＷ 427

ＮＷ 3167

空路、デトロイトへ
（国内線乗り継ぎ）
空路、デイトンヘ
着後、セライナ市の方々の出迎えを受け、ホームステイ先へ

朝

機内

6
～
11

7月 30（日）～
8月 4日（金）

セライナ滞在 ホームステイ
滞在中：セライナ市にて各行事に参加 朝・昼・夕

12 8月 5日（土）
デイトン発
デトロイト着
デトロイト発

13：29
1 4：35
1 5：40

ＮＷ 3761

ＮＷ 069

空路、デトロイト経由帰国の途へ
（国際線乗り継ぎ）
【国際日付変更線通過】 機内

13 8月 6日（日） 大阪（関空）着 18：15 着後、バスにて南あわじ市役所へ

第２回南あわじ市海外学生等派遣事業

～姉妹都市ホームステイコース～この夏、アメリカで
　ホームステイを
　　体験しませんか？

　国際色豊かな南あわじ市を目指します

◆対象　市内在住の中学３年生～高校３年生＝10人以内。
青年（昭和51年４月２日以降生まれの有識者）＝２人以内

◆経費　28万円程度（為替レートにより変動）。その額の６
割を市が助成します。別途、個人負担としてパスポート手続
き・保険料（約２万円程度）等がかかります

◆申込み　「応募動機と心構え」についての作文（800字

程度）と申込み用紙（総合窓口に備付）を市長公室（中
央庁舎）まで郵送または持参。４月 28日（金）必着。
【提出先】〒 656-0472 南あわじ市市善光寺 18-27　
南あわじ市総務部市長公室

◆注意事項　選考は面接と作文で行います。帰国後にレポートを提出。
応募は、１世帯１人で、過去に同事業に参加していない人に限ります

　　　　　　　　　　　　　　問市長公室☎43-5002

●派遣先：アメリカ オハイオ州 セライナ市　　●期間：７月25日（火）～８月６日（日）

オ
ニ
オ
ン
ロ
ー
ド  
一
部
開
通

　
　
　
　
　
　

        

神
代
浦
壁
〜
黒
道

　

南
淡
路
広
域
農
道
（
通
称
「
オ
ニ
オ
ン
ロ
ー
ド
」）
で
、
３
月
31
日

に
市
道
神
代
浦
壁
線
〜
神
代
黒
道
、
越
良
池
下
ま
で
の
約
８
０
０
ｍ

の
区
間
が
開
通
し
ま
し
た
。

　

オ
ニ
オ
ン
ロ
ー
ド
は
洲

本
市
千
草
か
ら
南
あ
わ
じ

市
阿
万
ま
で
の
約
19
・
６

㎞
の
農
道
で
す
。

　

農
業
機
械
の
大
型
化
に

よ
る
農
産
物
の
集
出
荷
の

効
率
化
を
図
る
た
め
平
成

６
年
に
着
工
、
現
在
約

７
・
７
㎞
の
区
間
が
通
行

可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
23
年
度
全
線
開
通
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

問
県
洲
本
土
地
改
良
事
務

　

所
☎
26
・
２
１
２
１

越良池

カゴ池

汁谷池

市道浦壁三条線

ナダ池

馬乗捨川

至諭鶴羽ダム

至国道・青木交差点

三原高校

健康広場

黒
道
公
会
堂 市

道
神
代
浦
壁
線

至
さ
ん
ゆ
〜
館

未開通区間

開通区間位置

宅
地
開
発 

等
を
行
う
場
合
は
、
承
認
申
請
を

　

市
内
で
宅
地
等
の
開
発
を
行
う

場
合
は
、
市
開
発
指
導
要
綱
に
基
づ

く
承
認
申
請
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
要
綱
は
、
無
秩
序
な
開
発

を
防
止
す
る
と
と
も
に
、
良
好
な
地

域
環
境
の
確
保
と
災
害
の
防
止
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

要
綱
を
遵
守
し
て
よ
り
良
い
生
活

環
境
の
整
備
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

▽
適
用
範
囲　

１
０
０
０
㎡
以
上

３
０
０
０
㎡
未
満
の
開
発
行
為

▽
提
出
書
類　

開
発
行
為
承
認
申

請
書
、図
面
等
添
付
書
類
（
２
部
）

▽
罰
則
等　

要
綱
に
反
す
る
よ
う

な
悪
質
な
開
発
に
関
与
す
る
者

に
対
し
、
市
施
行
事
業
へ
の
入

札
参
加
を
認
め
な
い
な
ど
の
措

置
を
と
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

問
都
市
計
画
課
☎
37
・
３
０
１
６

総
合
窓
口
の
時
間
延
長　
毎
週
木
曜
日
は
午
後
７
時
ま
で

　

仕
事
な
ど
の
都
合
で
昼
間
、
市

役
所
へ
の
届
出
・
申
請
等
が
で
き

な
い
方
々
の
不
便
を
解
消
す
る
た

め
、
緑
・
西
淡
・
三
原
・
南
淡
の

総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
で
は
、
毎
週

木
曜
日
の
受
付
事
務
を
午
後
七
時

ま
で
延
長
し
て
い
ま
す
。

◆
総
合
窓
口
の
取
扱
事
務

▽
住
民
窓
口
【
戸
籍
、
住
民
票
、

印
鑑
証
明
、
埋
火
葬
、
市
税
証

明
な
ど
】

▽
福
祉
窓
口
【
国
民
健
康
保
険
、

介
護
保
険
、
福
祉
関
係
の
各
種

申
請
な
ど
】

▽
業
務
窓
口
【
ご
み
袋
の
販
売
、

公
営
住
宅
・
上
下
水
道
の
届
出

や
公
金
の
収
納
な
ど
】

※
制
度
上
、
交
付
等
が
で
き
な
い

も
の
も
あ
り
ま
す

標
準
小
作
料
が
改
訂　
　
４
月
か
ら

　

農
地
賃
借
料
の
目
安
と
し
て
定

め
ら
れ
て
い
る
標
準
小
作
料
は
、

３
年
ご
と
に
見
直
し
が
行
わ
れ
て

お
り
、
今
年
が
改
訂
年
に
な
っ
て

い
ま
す
。
南
あ
わ
じ
市
標
準
小
作

料
協
議
会
か
ら
答
申
を
受
け
て
、

2
月
20
日
の
農
業
委
員
会
定
例
会

に
お
い
て
、
次
の
と
お
り
決
定
し

ま
し
た
。

◆
標
準
標
準
額　

10
ア
ー
ル
当
た

り
１
３
０
０
０
円

▽
農
地
区
分　

田
（
二
毛
作
、
水

稲
＋
玉
葱
）

▽
適
用
期
間　

平
成
18
年
４
月
１

日
〜
平
成
21
年
３
月
31
日

問
農
業
委
員
会
☎
43
・
５
０
２
９

◆対象　市内在住で 60 歳
以上の方

◆期間　５月～翌年３月、
毎月第４土曜日（予定）

◆場所　三原公民館２階大
ホール

◆内容　政治、経済、文学、
音楽、園芸など予定。自
主活動でクラブ、各種教
室もあります

◆申込み　所定の申込書
（緑・西淡・三原・南淡
公民館に備付）に必要事
項を記入の上、申込金
4,000円を添えてお申込
みください。締切は４月
28日（金）

問長寿福祉課☎44-3005

老人大学うずしお学園
受講生募集

せ
い
太
く
ん
バ
ス

　
時
刻
表
一
部
変
更
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西淡地区
日 場所 時間
４
月
３
日
（
月
）

江尻公会堂  9:30 ～ 10:00
北方公会堂 10:15～ 10:45
日光寺前 11:00～ 11:40
慶野ｺﾐｭﾆﾃｨﾌﾟﾗｻﾞ 12:30～ 13:10
古津路公会堂 13:25～ 14:00

４
月
４
日
（
火
）

脇田公会堂  9:30 ～ 10:00
志知川ｺﾐｭﾆﾃｨﾌﾟﾗｻﾞ 10:15～ 10:45
西路神社前 11:00～ 11:20
志知志知屯所前 11:35～ 11:50
志知小前公民館 12:40～ 13:10
志知口集乳所横 13:25～ 13:40
志知奥公会堂 13:55～ 14:20

４
月
５
日
（
水
）

中津浦ｺﾐｭﾆﾃｨﾌﾟﾗｻﾞ  9:30 ～ 10:10
ＪＡ津井支所前 10:25～ 10:50
旧西本村公会堂 11:00～ 11:30
丸山漁協前 12:30～ 13:00
阿那賀漁協前 13:15～ 13:45
ＪＡ伊加利支所前 14:00～ 14:30

４
月
６
日
（
木
）

湊里・川上理市宅前  9:30 ～ 10:00
ＪＡ湊購買部前 10:15～ 11:00
湊西集会所前 11:15～ 11:45
旧湊郵便局前 12:10～ 12:40

三原地区
日 場所 時間
４
月
10
日（
月
）

大榎列公会堂  9:30 ～ 10:20
小榎列公会堂 10:30～ 12:00
徳長公会堂 12:50～ 13:40
市公会堂 13:55～ 14:50

４
月
11
日
（
火
）

福永公会堂  9:30 ～ 10:20
福永若宮神社 10:35～ 11:10
国衙旧国道四つ辻 11:25～ 12:00
神代八幡神社（神稲）13:00～ 13:30
神代地区公民館 13:45～ 14:20

４
月
12
日
（
水
）

上中原公会堂  9:30 ～ 10:00
社家公会堂 10:15～ 10:40
寺内公会堂 10:55～ 11:50
志知消防屯所前 12:50～ 13:20
中島下公会堂 13:35～ 14:00

４
月
13
日（
木
）

ＪＡ倭文出張所前  9:30 ～ 10:30
掃守公会堂 10:55～ 11:50
上幡多営農ｾﾝﾀｰ 12:50～ 13:45
浦壁公会堂 14:00～ 14:40

４
月
14
日
（
金
）

馬回ふれあいｾﾝﾀｰ  9:30 ～ 10:00
大久保公会堂 10:15～ 10:40
上八木公会堂 10:55～ 11:50
八木地区公民館 12:45～ 13:25
八木駐在所前 13:40～ 14:00
入田公会堂 14:15～ 14:40

南淡地区
日 場所 時間

４
月
17
日
（
月
）

灘地野バス停前  9:30 ～ 9:45
灘大川公会堂前  9:55 ～ 10:10
灘総合開発ｾﾝﾀｰ 10:25～ 11:00
沼島総合ｾﾝﾀｰ 12:20～ 12:50
灘山本公会堂前 13:50～ 14:10
灘黒岩バス停前 14:25～ 14:40
灘白崎集落入口（県道端）14:55～ 15:10
灘来川ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ前 15:20～ 15:30

４
月
18
日
（
火
）

かるも公会堂  9:00 ～ 9:25
福良仁尾荘  9:40 ～ 10:25
一作寿司横駐車場前歩道 10:40～ 11:50
二丁目旧保健所跡駐車場 12:50～ 13:45
南淡公民館前 14:00～ 15:00

４
月
19
日（
水
）

賀集生子農協倉庫前  9:30 ～ 10:40
南淡福祉保健ｾﾝﾀｰ 10:50～ 11:50
賀集田中会館前 12:50～ 13:40
賀集八幡神社入口 13:55～ 14:50

４
月
20
日
（
木
）

潮美台ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ前  9:30 ～ 10:45
農村環境改善ｾﾝﾀｰ 11:00～ 11:50
伊賀野ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ 12:50～ 13:30
稲田荘 13:45～ 14:15
大日寺 14:30～ 15:00

４
月
21
日
（
金
）

上町県道ﾊﾞｲﾊﾟｽ入口東側歩道  9:20 ～ 9:45
吹上三叉路 10:00～ 10:45
阿万連絡所前 11:00～ 11:50
西町海水浴場 12:45～ 13:30
東町バス停前 13:45～ 14:15

緑地区
日 場所 時間
４
月
24
日
（
月
）

老人福祉センター  9:30 ～ 11:30

緑市民センター 12:30～ 13:40

中筋公民館 14:00～ 15:30
４
月
25
日（
火
）

倭文支所前  9:30 ～ 10:30
神道公会堂 10:45～ 11:30
安住寺集落センター 12:30～ 13:30
土井集落センター 13:40～ 14:30

４
月
26
日（
水
）

安心ｺﾐｭﾆﾃｨﾌﾟﾗｻﾞ長田  9:30 ～ 10:30
徳原公会堂 10:50～ 11:50
山添公会堂 12:50～ 13:50
大丸公会堂 14:10～ 15:00

　犬の登録と狂犬病予防注射を下記の日程により実施しますので、飼い主の
方は、この機会に必ず受けさせてください（法令で義務付けられています）。
対象は、生後91日以上です。

料金
●登録済みの犬（平成７年以降登録した犬）

　狂犬病予防注射料金のみ　3,200 円

●登録のない犬（飼ってから初めての登録）

　登録・狂犬病予防注射料金　6,200 円

※登録はその犬ごとに登録します。登録変更があれば届けてください

問生活環境課☎ 43-5024
（担当獣医師）兵庫県獣医師会淡路支部

◆どんな病気？
　狂犬病の動物にかまれること
により感染。平均 30 日の潜
伏期間の後発症。神経症状（興
奮、麻痺、錯乱など）が現れ、
呼吸麻痺で死亡。発症すれば
100％死亡します。

◆感染する動物
　犬、ネコ、アライグマ、キツネ、
人間など、すべての哺乳類

◆日本は大丈夫？
　1957 年以降発生していませ
ん。しかし、いつ海外から入
ってくるか分かりません。世
界中で年間４万人もの死者を
出しています。予防をしっか
りしていれば心配する必要は
ありません。

◆予防のポイント
　・動物の場合
　　飼い犬の登録。予防注射の
　実施。放し飼いをしない。
　飼っている動物を捨てない。

　・人間の場合
　　流行地を渡航するときは予
　防接種。渡航先で過度に動
　物と接触しない。

問洲本健康福祉事務所☎ 26-2068

狂犬病とは？

項　目 内　　容 期間・日時 場　　所 備　　考

季節の花

だより

桜の見ごろ ４月上旬 イングランドエリア

菜の花の見ごろ ４月中旬 〃

世界の花々の開花 ４月～５月 大温室、ロックガーデン

コアラ コアラ舎裏側探検 毎週日曜日13:00 ～ コアラ舎 定員20人

開園５周年記念

企画

地元野菜プレゼント ４月15・16・22 ･ 23日（土・日） 入口 先着500人

さんちゃん＆はばタンと遊ぼう ４月15・16日（土・日）11:00 ～ 12:30 ～、13:30 ～

コアラカードプレゼント ４月29・30日（土・日） 入口 先着500人のお子様

meet  Jazz ４月 16日（日） イングランドエリア 柳学園高校のジャズバンド演奏

フリーマーケット ４月23日（日） グリーンヒルエリア

ゴ ー ル デ ン

ウィーク

チェーンソーアート ４月29・30日（土・日） イングランドエリア 大木をチェーンソーを使って彫刻します

大道芸パフォーマンス ５月３日～７日 園内 日替わりで大道芸人が登場

「のんたん」がやってくる ５月５日（金）11:30～、15:00 ～ イングランドエリア

ダブルダッチパフォーマンス ５月６日（土）11:30～、15:00 ～ イングランドエリア 立命館大学サークルによる縄跳
びを使ったパフォーマンス

体験教室 イチゴジャムパンづくり＝平日、イチゴ大福づくり＝土日、パン・バターづくり＝随時

◆開園時間　9:00 ～ 18:00
◆入 園 料   大人 800円／小人 400円
◆電     話   43－ 2626 ※お間違えなく

　淡路ファームパークイングランドの丘では、市民サポー
ターを募集します。市民サポーターは、市内外の人にＰＲし
たり、イベントを盛り上げたりします。
　市民サポーターには、入場料金特典
の付いた年間パスポートを発行します

  （小中学生は、学校を通じて、4月中に配布しますので申込みは不要）。
◆申込方法　本人または家族の顔写真（縦横３センチ）と市内在住であることが確認できる
　書類（免許証、健康保険証など）、パスポート発行代金50円を持参のうえ、商工観光課
　（西淡庁舎）または淡路ファームパークイングランドの丘（４月のみ受付）までお越しく
　ださい。パスポートの有効期間は、発効日（申込日）より平成20年 3月 31日まで。
　１世帯で１枚を基本としますが、写真の用意があれば1人づつの発行も可能。
◆パスポートの特典　入場料特典。平日・土曜日＝無料。日曜・祝日＝半額

市民サポーターの募集
入場無料の特典つき

税
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

国
民
健
康
保
険
税 

１
期
の

納
期
限
は
５
月
１
日
ま
で

　

納
税
は
便
利
な
「
口
座
振
替
自

動
払
込
」
の
ご
利
用
を
お
勧
め
し

ま
す
。申
込
用
紙
は
各
金
融
機
関
、

税
務
課
な
ど
に
あ
り
ま
す
。

償
却
資
産
の
申
告
を

　

固
定
資
産
税
は
、
土
地
や
家
屋

の
ほ
か
に
償
却
資
産
（
機
械
・
器

具
・
備
品
等
）
に
つ
い
て
も
課
税

対
象
と
な
り
ま
す
。

　

所
有
者
の
方
は
、
毎
年
１
月
１

日
現
在
所
有
し
て
い
る
償
却
資
産

に
つ
い
て
ご
申
告
く
だ
さ
い
。
お

手
元
に
申
告
書
が
な
い
場
合
は
、

税
務
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

郵
送
し
ま
す
。

土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
簿
が

見
ら
れ
ま
す

　

今
年
は
評
価
替
の
年
で
す
。
18

年
度
固
定
資
産
税
に
お
け
る
土
地

価
格
等
縦
覧
簿
と
家
屋
価
格
等
縦

覧
帳
簿
を
縦
覧
で
き
ま
す
。

▽
期
間　

４
月
３
日
（
月
）
〜
５

月
31
日
（
水
）
た
だ
し
、
土
日

祝
日
を
除
く
、
８
時
30
分
〜
５

時
15
分

▽
場
所　

税
務
課
（
三
原
庁
舎
）

▽
縦
覧
で
き
る
方　

土
地
・
家
屋

の
納
税
義
務
者

軽
自
動
車
税
の
減
免
制
度

　

身
体
障
害
者
等
に
対
し
て
、
普

通
自
動
車
・
軽
自
動
車
等
の
う
ち

い
ず
れ
か
一
台
を
減
免
で
き
ま
す

◆
新
規
に
18
年
度
、

　

減
免
申
請
を
さ
れ
る
方

　

５
月
24
日
（
水
）
ま
で
に
総
合

窓
口
へ
次
の
書
類
等
を
持
参
し
、

届
け
出
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

①
印
鑑
（
認
印
可
）
②
運
転
者
の

運
転
免
許
証
③
車
検
証
④
身
体
障

害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者
手
帳
、
療

育
手
帳
ま
た
は
精
神
障
害
者
保
健

福
祉
手
帳
（
障
害
の
等
級
に
よ
り

減
免
を
判
定
し
ま
す
）

◆
17
年
度
減
免
を
受
け
て
い
て

　
継
続
申
請
を
さ
れ
る
方

　

ご
自
宅
に
郵
送
し
ま
し
た
軽
自

動
車
税
減
免
申
請
書
（
継
続
用
）

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
４
月

14
日
（
金
）
ま
で
に
ご
返
送
く
だ

さ
い
。
た
だ
し
、
減
免
を
受
け
る

車
両
ま
た
は
運
転
者
の
変
更
等
が

あ
り
、
申
請
内
容
が
17
年
度
と
異

な
る
場
合
は
、
新
規
の
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

市
民
サ
ポ
ー
タ
ー
に
配
布

さ
れ
る
年
間
パ
ス
ポ
ー
ト

次ページ下に
ご招待券をつけています



21

◆
第
25
回
淡
路
島
う
ず
し
お
マ
ラ
ソ
ン

全
国
大
会
（
2
月
26
日
福
良
小
学
校
発
着
）

【
1
部
】
▽ 

ハ
ー
フ
男
子
陸
連
登
録
者
①
水

澤
大
輔
②
福
井
康
訓
（
洲
実
高
）
③
水
田
和

宏
（
稲
美
町
役
場
）

【
2
部
】
▽
ハ
ー
フ
男
子
陸
連
未
登
録
者
（
10

歳
代
）
①
山
下
巧
（
富
岡
東
高
）
▽
同
20
歳

代
①
赤
瀬
聡
（
伊
丹
自
衛
隊
）
②
小
松
寿
史

（
同
）
③
市
原
賢
司
（
同
）
▽
同
30
歳
代
①
島

本
栄
司
（
鑑
識
と
く
し
ま
）
②
田
畑
茂
洋
③

畑
瀬
英
史
（
Ｍ
Ｐ
Ｃ
走
友
会
）
▽
同
40
歳
代

①
丹
生
大
三
（
小
松
島
航
空
隊
）
②
上
島
学

（
め
っ
ち
ゃ
え
え
Ｔ
）
③
北
村
晃
章
（
と
く
し

ま
生
協
）
▽
同
50
歳
代
①
吉
見
律
男
（
ま
け

る
も
ん
会
）
②
前
田
博
幸
③
新
開
裕
（
か
め

さ
ん
ラ
ン
ナ
）
▽
同
60
歳
以
上
①
広
長
一
夫

（
徳
島
健
走
会
）
②
石
井
重
信
③
荒
木
義
雄

（
ハ
ッ
ピ
ー
徳
島
）

【
3
部
】
▽
10
キ
ロ
男
子
陸
連
登
録
者
①
西

山
容
平
（
徳
島
東
工
高
）
②
三
木
裕
哉
（
同
）

③
山
田
昌
稔
（
大
阪
経
済
大
学
、
三
原
酪
農
）

【
4
部
】
▽
10
キ
ロ
男
子
陸
連
未
登
録
者
（
10

歳
代
）
①
島
林
昌
弘
（
伊
丹
自
衛
隊
）
②
青

木
優
佑
（
綾
羽
高
）
③
〆
田
運
哉
（
伊
丹
自

衛
隊
）
▽
同
20
歳
代
①
藤
田
大
輝
②
宮
本
武

史
（
Ｋ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
）
③
本
田
学
（
伊
丹
自
衛
隊
）

▽
同
30
歳
代
①
国
保
大
樹
（
伊
丹
自
衛
隊
）

②
土
壁
茂
喜
③
塩
田
清
嗣
▽
同
40
歳
代
①
寺

谷
文
弘
（
シ
ス
メ
ッ
ク
ス
㈱
）
②
寺
尾
行
雄

（
ハ
ッ
ピ
ー
徳
島
）
③
空
山
光
宏
▽
同
50
歳
代

①
中
山
光
正（
洲
本
土
木
）②
原
保（
Ｔ
Ｂ
ト
ー

タ
ル
ズ
）
③
板
坂
忠
雄
（
に
こ
に
こ
ク
ラ
ブ
）

▽
同
60
歳
以
上
①
木
村
昭
一
（
し
あ
わ
せ
村

Ｒ
Ｃ
）
②
松
坂
秀
二
③
森
内
洋
一
（
し
あ
わ

せ
村
Ｒ
Ｃ
）

【
5
部
】
▽
５
キ
ロ
男
子
（
10
歳
代
）
①
長
尾

正
樹
（
高
松
商
高
）
②
土
井
敬
太
（
大
阪
経

済
大
）
③
志
方
文
典
（
泉
中
）
▽
同
20
歳
代

①
田
中
智
也（
大
阪
経
済
大
）②
奥
村
大
樹（
寒

川
門
入
Ｒ
Ｃ
）
③
野
上
尚
義
（
野
上
表
具
内

装
店
）
▽
同
30
歳
代
①
山
﨑
竜
史
②
槙
納
基

夫
（
あ
わ
韋
駄
天
）
③
片
山
竜
也
（
淡
信
走

友
会
）
▽
同
40
歳
代
①
宍
戸
成
光
②
杉
岡
彰

③
工
藤
博
之
（
源
内
走
友
会
）
▽
同
50
歳
代

①
園
生
一
行
（
泉
北
Ｒ
Ｃ
）
②
武
知
保
文
（
石

井
ド
ー
ム
Ａ
Ｃ
）
③
磨
野
章
司
▽
同
60
歳
以

上
①
梅
田
宣
喜
（
大
阪
走
ろ
う
会
）
②
杉
浦

正
夫
（
兵
庫
マ
ス
タ
ー
ズ
）
③
大
森
保
雄
（
広

畑
走
友
会
）

【
6
部
】
▽
２
キ
ロ
男
子
小
学
生
（
４
年
生
以

上
）
①
富
本
泰
平
（
大
野
小
）
②
宮
城
克
幸
（
生

田
小
）
③
田
中
祥
太
郎
（
市
小
）

【
7
部
】
▽
ハ
ー
フ
女
子
（
20
歳
代
）
①
辻
井

千
恵
②
松
本
恵
③
中
川
貴
代
（
三
洋
電
機
ボ
ー

ト
部
）
▽
同
30
歳
代
①
矢
頭
典
子
②
熊
佐
貴

子
（
し
あ
わ
せ
村
Ｒ
Ｃ
）
③
丸
宮
知
子
（
徳

島
大
学
Ｔ
Ｊ
Ｐ
）
▽
同
40
歳
代
①
立
石
薫
②

中
山
玲
芳
（
あ
っ
ぷ
る
）
③
早
川
明
子
（
ハ
ー

ト
・
Ａ
Ｔ
Ｃ
）
▽
同
50
歳
代
①
田
村
日
名
子

②
篠
本
典
子
（
秦
野
東
小
）
③
豊
田
光
代
（
走

Ｒ
Ｕ
Ｎ
会
）

【
8
部
】
▽
10
キ
ロ
女
子
（
10
歳
代
）
①
空

山
真
由
美
（
洲
本
実
高
）
②
西
端
晃
代
（
同
）

③
前
川
奈
々
（
同
）
▽
同
20
歳
代
①
二
分
陽

子
（
ト
ゥ
ー
ミ
ニ
ッ
ツ
）
②
田
口
公
子
③
登

日
渚
▽
同
30
歳
代
①
吉
川
弥
生
（
明
石
大
橋

Ａ
Ｃ
）
②
山
口
美
子
③
守
谷
恵
美
（
チ
ー
ム

ア
ロ
ハ
）
▽
同
40
歳
代
①
栗
林
美
津
枝
②
石

野
由
香
里
③
中
野
佳
子
▽
同
50
歳
代
①
三
好

あ
け
み
（
Ｗ
ｅ
ｌ
ｆ
ａ
ｒ
ｅ
）
②
久
米
知
子

（
チ
ー
ム
楽
駆
）
③
八
木
さ
ち
子
（
走
ろ
う
会

風
）
▽
同
60
歳
以
上
①
今
津
毬
子
（
徳
島
健

走
会
）
②
鷲
田
嘉
子
③
岸
本
征
子

【
9
部
】
▽
５
キ
ロ
女
子
（
10
歳
代
）
①
大
歳

恵
里
（
加
古
川
中
）
②
空
山
佳
世
（
青
雲
中
）

③
田
淵
元
花
（
青
雲
中
陸
上
部
）
▽
同
20
歳

代
①
布
袋
友
美
（
チ
ー
ム
A
ｎ
ｅ
ｇ
ｏ
）
②

大
谷
香
奈
子
③
浜
崎
友
加
（
チ
ー
ム
A
ｎ
ｅ

ｇ
ｏ
）
▽
同
30
歳
代
①
小
﨑
志
保
②
尾
田
和

代
③
豊
田
陽
子
▽
同
40
歳
代
①
小
出
富
美
子

（
ｐ
ｏ
ｐ　

ｓ
ｔ
ａ
ｒ
）
②
元
地
裕
子
（
ス
ク

ラ
ッ
プ
セ
ン
タ
ー
豊
島
）
③
木
津
実
穂
▽
同

50
歳
代
①
中
村
美
雪
（
豊
岡
病
院
）
②
田
森

純
子
③
黒
田
祐
子
▽
同
60
歳
以
上
①
末
吉
律

子
（
神
戸
垂
水
楽
走
会
）
②
河
内
幸
子
（
姫

路
走
友
会
）
③
入
江
通
恵

【
10
部
】
▽
２
キ
ロ
女
子
小
学
生
（
４
年
生
以

上
）
①
谷
口
直
美
（
百
々
小
）
②
大
住
陽
香
（
北

阿
万
小
）
③
土
壁
真
紀
（
海
南
小
）

【
11
部
】▽
２
キ
ロ
フ
ァ
ミ
リ
ー
①
斉
藤
樹（
北

阿
万
少
年
野
球
ク
）
②
岩
鼻
隆
嗣
（
阿
万
少

年
野
球
ク
）
③
岩
鼻
亮
（
同
）

◆
第
１
回
南
あ
わ
じ
市
囲
碁
大
会

　
　
　
　
　
　
（
３
月
５
日
市
地
区
公
民
館
）

【
Ａ
級
】
①
加
地
耕
史
（
倭
文
）
②
立
花
健
児

（
広
田
）
③
南
孝
具
（
賀
集
）

【
Ｂ
級
】
①
柏
木
剛
（
八
木
）
②
中
嶋
長
史
（
松

帆
）
③
秋
山
義
雄
（
神
代
）

【
Ｃ
級
】
①
堀
川
樹
（
市
）
②
武
市
健
治
（
八

木
）
③
藤
江
保
雄
（
神
代
）

◆
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ア
ー
南
あ
わ
じ

　
　
　
　
　
（
３
月
12
日
）
優
勝
の
み
掲
載
。

▼
ふ
れ
あ
い
健
康
マ
ラ
ソ
ン
（
淡
路
ふ
れ
あ

い
公
園
）【
１
／
10
一
般
男
子
】
東
卓
志
（
福

良
）【
１
／
20
一
般
女
子
】
松
帆
絵
里
加
（
広

田
）【
１
／
20
少
年
】
吉
本
竜
磨
（
広
田
）【
１

／
20
少
女
】
橋
本
佳
奈
（
倭
文
）【
１
／
30
フ
ァ

ミ
リ
ー
】
佐
藤
七
星
（
広
田
）

▼
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
（
西
淡
社
会

教
育
セ
ン
タ
ー
）
夢
蔵
チ
ー
ム

▼
テ
ニ
ス
大
会
（
西
淡
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
）

【
Ａ
ク
ラ
ス
】
船
木
・
増
田
ペ
ア
【
Ｂ
ク
ラ
ス
】

菊
咲
・
早
川
ペ
ア
【
初
心
者
の
部
】
福
原
・

来
馬
ペ
ア
【
ジ
ュ
ニ
ア
】
児
嶋
・
岩
崎
ペ
ア

▼
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
（
三
原
健
康
広

場
）
塩
屋
Ｂ

▼
ペ
タ
ン
ク
大
会
（
賀
集
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
）【
ト
リ
プ
ル
ス
】
ピ
エ
タ
ン
ケ
潮
美
台

Ｂ
【
ダ
ブ
ル
ス
】
ピ
エ
タ
ン
ケ
潮
美
台
Ｃ

● 

● 

●
ご 

案 

内
● 

● 

●

　

こ
の
欄
へ
の
掲
載
は
情
報
課
（
☎
43
・

５
０
０
３
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

各
種
大
会
結
果　
（
敬
称
略
）

　

先
日
、
兵
庫
県
広
報
研
究
大
会
に

参
加
し
ま
し
た
。
席
上
、
広
報
コ
ン

ク
ー
ル
の
表
彰
式
が
あ
り
、
応
募
し

て
い
た
「
広
報
南
あ
わ
じ
」
が
写
真

部
門
、
一
枚
写
真
の
部
で
四
十
七
作

品
の
中
か
ら
入
選
に
選
ば
れ
ま
し

た
。
川
卓
君
が
撮
影
し
た
、
市
民
ま

つ
り
の
大
綱
引
き
の
写
真
で
す
。
惜

し
く
も
全
国
大
会
出
場
は
逃
し
ま

し
た
が
特
選
と
入
選
の
四
作
品
は

横
一
線
と
の
評
価
を
い
た
だ
き
き

ま
し
た
。

　

講
演
会
で
は
、「
ま
ず
手
に
取
っ

て
も
ら
う
た
め
に
タ
イ
ト
ル
と
写

真
が
重
要
。
目
に
入
っ
て
く
る
強
烈

な
イ
ン
パ
ク
ト
が
不
可
欠
。
あ
た
か

も
映
画
監
督
に
な
っ
た
つ
も
り
で

大
き
な
視
野
で
良
い
写
真
を
撮
る
。

イ
メ
ー
ジ
を
ふ
く
ら
ま
せ
鋭
い
感

覚
を
身
に
つ
け
る
に
は
、
数
多
く
の

写
真
や
映
像
作
品
を
意
識
し
て
鑑

賞
す
る
こ
と
」
を
教
わ
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
私
が
担
当
し
た
今
月
号

の
表
紙
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
素
材

は
、
南
あ
わ
じ
の
ふ
る
さ
と
資
源
の

ひ
と
つ
「
布
団
だ
ん
じ
り
」
と
祭
礼

団
の
法
被
で
目
を
引
か
せ
、
タ
イ
ト

ル
に
も
拍
子
木
を
持
た
せ
力
強
く

だ
ん
じ
り
唄
を
歌
わ
せ
ま
し
た
。

　

川
卓
君
、
Ｍ
典
君
、
賞
状
と
楯
を

肴
に
次
回
の
全
国
大
会
出
場
に
つ

い
て
熱
く
語
り
合
い
ま
し
ょ
う
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｓ
・
Ｔ
）

ら

か

室

集

編

▲雨の中行われた、うずしおマラソン

お知らせ

2006.4.1発行

問情報課 ☎43-５００３

ケーブルテレビ加入促進
期間がはじまりました

第４回　ケーブルテレビ

加
入
（
予
約
）
申
込
を
受
付
中

　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
加
入
促
進
期

間
が
始
ま
り
ま
し
た
。
今
月
か
ら

加
入
時
に
か
か
る
費
用
が
お
安
く

な
り
ま
す
。
西
淡
・
三
原
地
域
で

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
未
加
入
の
方

も
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご
加
入
く

だ
さ
い
。
緑
・
南
淡
地
域
で
は
、

引
き
続
き
加
入
予
約
申
込
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

Ｑ
＆
Ａ
コ
ー
ナ
ー

Q
加
入
に
あ
た
り
、
費
用
は

　

ど
れ
だ
け
か
か
り
ま
す
か
？

A
加
入
促
進
期
間
内
中
に
お
申

込
い
た
だ
く
と
、
加
入
料

（
２
１
０
０
０
円
）
と
宅
内
工

事
費
（
標
準
家
庭
で
３
万
〜

５
万
円
程
度
）
が
必
要
で
す
。

加
入
促
進
期
間
終
了
後
は
（
平

成
20
年
4
月
以
降
）、
加
入
分

担
金
（
４
２
０
０
０
円
）・
引

込
工
事
費
（
３
１
５
０
０
円

〔
上
限
〕）
と
宅
内
工
事
費
（
標

準
家
庭
で
３
万
〜
５
万
円
程

度
）
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
　

毎
月
の
基
本
使
用
料
（
月
額

１
５
７
５
円
）
は
、
西
淡
・
三

原
地
域
の
方
は
宅
内
工
事
完

了
の
翌
月
か
ら
、
緑
・
南
淡
地

域
の
方
は
、
平
成
20
年
4
月
の

本
放
送
開
始
以
降
か
ら
必
要

と
な
り
ま
す
。

Q
加
入
促
進
期
間
中
に
加
入
料
を

　

支
払
っ
て
、
宅
内
工
事
は
し
な

　

く
て
も
い
い
の
で
す
か
？

A
加
入
促
進
期
間
の
料
金
は
平
成

20
年
4
月
に
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
の
基
本
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利

用
い
た
だ
け
る
事
を
前
提
と

し
て
い
ま
す
の
で
、
平
成
20
年

3
月
末
ま
で
に
宅
内
工
事
を

お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

Q
家
に
離
れ
が
あ
る
場
合
、

　

２
口
加
入
に
な
り
ま
す
か
？

A
同
一
敷
地
内
で
あ
れ
ば
離
れ
ま

で
宅
内
工
事
仕
様
で
配
線
し

て
い
た
だ
く
と
、
１
口
加
入
と

な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
二
世
帯

住
宅
な
ど
で
ケ
ー
ブ
ル
電
話

が
２
回
線
必
要
な
場
合
は
２

口
加
入
と
な
り
ま
す
。

Q
基
本
使
用
料
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
受
信

　

料
は
含
ま
れ
ま
す
か
？

A
含
ま
れ
ま
せ
ん
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
受

信
料
や
有
料
番
組
の
視
聴
料

は
別
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

Q
加
入
料
免
除
の
基
準
は
？

A
①
生
活
保
護
を
受
け
ら
れ
て
い

る
世
帯
、
②
重
度
障
害
者
が
お

ら
れ
る
世
帯
で
世
帯
全
員
が

住
民
税
非
課
税
の
世
帯
、
③
満

70
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し

で
住
民
税
非
課
税
の
世
帯
と

な
り
ま
す
。

※
重
度
障
害
者
…
身
体
障
害
者
手

帳
１
・
２
級
、
療
育
手
帳
Ａ
判

定
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
１
級
の
い
ず
れ
か
を
お
持

ち
の
方
。

　
　

ま
た
、
基
本
使
用
料
に
つ
い

て
、
全
額
減
免
・
半
額
減
免
の

制
度
が
あ
り
ま
す
。

Q
マ
ン
シ
ョ
ン
に
住
ん
で
い
ま
す

　

が
、
加
入
で
き
ま
す
か
？

A
マ
ン
シ
ョ
ン
や
ア
パ
ー
ト
な
ど

賃
貸
集
合
住
宅
の
場
合
は
、
オ

ー
ナ
ー
や
所
有
者
の
方
に
加

入
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
ま
ず
、
オ
ー
ナ
ー
の

方
と
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▲前回の実行委員の皆さん
　【成人式ブログ】
　http://happy.ap.teacup.com/seijin/
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☎ 43-2626

　

来
年
１
月
に
新
成
人
を
迎
え

ら
れ
る
青
年
を
対
象
に
、
成
人
式

を
企
画
、
運
営
す
る
実
行
委
員
を

募
集
し
ま
す
。

　

成
人
式
当
日
だ
け
で
は
な
く
数

回
の
委
員
会
と
夏
や
秋
の
イ
ベ
ン

ト
を
通
し
て
、
成
人
式
づ
く
り
を

し
ま
す
。
一
緒
に
素
晴
ら
し
い
式

典
を
創
り
ま
せ
ん
か
。

◆
第
１
回
実
行
委
員
会

▽
日
時　

４
月
22
日
（
土
）

　

午
前
10
時
〜
正
午

▽
場
所　

市
役
所
西
淡
庁
舎
２
階

　

第
１
会
議
室

▽
内
容　

成
人
式
の
企
画
、
前
回

　

の
実
行
委
員
メ
ン
バ
ー
か
ら
引

　

継
ぎ
、
実
行
委
員
会
の
設
立

問
生
涯
学
習
文
化
振
興
課

　

☎
37
・
３
０
２
０

成
人
式
を
み
ん
な
で
作
ろ
う

　

企
画
・
運
営
メ
ン
バ
ー
募
集
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広報 

本
市
）
打
越
雅
美
（
洲
本
市
）

◆
南
あ
わ
じ
市
体
育
指
導
委
員
会

　

に
中
ブ
ロ
ッ
ク
体
育
指
導
委
員

　

連
絡
協
議
会
表
彰

　

南
あ
わ
じ
市
体
育
指
導
委
員
会

（
阿
部
茂
幸
会
長
四
十
一
人
）
は
、

相
撲
と
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
の
国
体
開

催
地
の
協
力
や
市
内
ス
ポ
ー
ツ
行

事
へ
の
積
極
的
な
ス
タ
ッ
フ
派
遣

な
ど
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

◆
山
田
智
子
さ
ん
に
近
畿
ブ
ロ
ッ

　

ク
体
育
指
導
委
員
表
彰

　

山
田
さ
ん
（
沼
島
）
は
、
昭
和

六
十
三
年
か
ら
体
育
指
導
委
員
を

務
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
地
域
女
性

へ
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
へ
の
参
加
を

促
し
、
高
齢
者
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
の
導
入
に
力
を
注
が
れ
て
い

ま
す
。

◆
秦
尚た
か
し志
さ
ん
に
県
体
育
協
会
体

　

育
功
労
賞

　

秦
さ
ん
（
榎
列
）
は
、
昭
和

三
十
九
年
か
ら
三
原
町
の
体
育
協

会
役
員
、
昭
和
六
十
年
か
ら
平
成

四
年
ま
で
同
会
副
会
長
、
平
成
五

年
か
ら
平
成
十
七
年
ま
で
同
会
長

を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

2223

まちかどトピックス

ま
ち
か
ど
ト
ピ
ッ
ク
ス

地
域
の
催
し
や
明
る
い
話
題
な
ど
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
気
軽
に
広
報
公

聴
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

☎
43
・
５
０
０
３（
情
報
課
）

　

三
月
十
九
日
、
千
葉
市
で
開
催

さ
れ
た
「
全
日
本
綱
引
選
手
権
大

会
」
に
県
選
抜
チ
ー
ム
の
メ
ン

バ
ー
と
し
て
次
の
方
が
出
場
し
ま

し
た
（
敬
称
略
）。【
選
手
】
前
川

光
代
（
津
井
）
西
田
里
美
（
同
）

葭あ
し
ま
ゆ
こ

繭
子
（
同
）
済
藤
都と

み美
（
同
）

西
岡
幸
子
（
松
帆
）【
監
督
】
西

田
圭
一
（
津
井
）【
コ
ー
チ
】
済

藤
詔あ
き
ひ
こ彦
（
同
）

　

三
月
二
十
七
日
か
ら
東
京
辰
巳

国
際
水
泳
場
で
開
催
さ
れ
た
「
第

二
十
八
回
全
国
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
春
季
水

泳
競
技
大
会
」
に
南
あ
わ
じ
市
ス

イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
に
所
属
す
る

次
の
方
が
出
場
し
ま
し
た
（
敬
称

略
）。
山
口
英
輝
（
八
木
小
）
田

原
衿
奈
（
神
代
小
）
吉
田
真
由
（
洲

お
め
で
と
う

沼
島
の
２
人
に
の
じ
ぎ
く
賞

勇
敢
な
行
動
で
人
命
救
助

　

出
漁
中
に
誤
っ
て
海
に
転
落
し

た
男
性
を
救
助
し
た
畠
田
源
太
郎

さ
ん
（
沼
島
）、
田
村
寅
雄
さ
ん

（
同
）
に
二
月
二
十
七
日
、
兵
庫

県
の
じ
ぎ
く
賞
が
南
あ
わ
じ
市
沼

島
出
張
所
で
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

二
人
は
二
月
一
日
の
午
後
一
時

ご
ろ
、
沼
島
沖
で
漁
の
帰
り
支
度

中
に
男
性
が
倒
れ
る
の
を
発
見
。

起
き
上
が
る
気
配
が
無
か
っ
た
た

め
二
隻
で
急
行
、
海
中
に
転
落
し

自
船
に
つ
か
ま
っ
て
い
る
男
性
を

協
力
し
て
救
助
し
ま
し
た
。

　

冬
場
の
荒
天
、
強
風
と
極
寒
の

海
上
で
の
海
難
事
故
。
二
人
の
機

敏
な
行
動
と
協
力
が
危
険
に
さ

ら
さ
れ
た
尊
い
人
命
を
救
い
ま
し

た
。

　

梅
の
名
所
で
知
ら
れ
る
広
田
梅

林
ふ
れ
あ
い
公
園
で
、
三
月
中
旬

　児童館茶道クラブを卒業する子どもたちへ、茶道裏千家

家元から奨励賞が贈られました。３月16日、指導にあたっ

た城田育代さんから「これからも茶道を通じて思いやりの

ある心を持ち続けてください」と同クラブを卒業する４人

へ手渡しました。６年間指導を受けた尾崎愛海さんは「始

めた頃はお菓子を食べるのが好きだったが、今はお茶を立

てるのが好きになった」と話していました。

倭文小学校卒業生へ直筆の色紙をプレゼント
　倭文小学校を卒業する児童へ、卒業記念にと同校の柏木茂春校長か

ら直筆の墨絵（梅の絵）と「感謝」のメッセージの入った色紙が贈ら

れました。柏木校長も３月末で定年退職を迎えることもあり、同校へ

15号サイズの絵画と額縁（61cm× 67cm）も寄贈されました。

　墨絵と色紙は、卒業式前日の３月 22日、校長室で６年生７人に手

渡されました。柏木校長は「卒業してもふるさとを愛し、大切にする

大人に育ってほしい」と話されました。

▲蝉塚沼島出張所長（右）から伝達を受ける畠田さ
　ん（中央）と田村さん

▲児童に直筆の色紙を手渡す柏木校長 ▲奨励証を受け取る児童館茶道クラブの卒業生

児童館クラブの卒業生茶道裏千家家元から奨励証

▲瓦引き上げ性能試験機による試験

▲開花を喜ぶ緑地区老人クラブの皆さん
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御
原
中
学
校
１
年
生

慶
野
松
原
で
清
掃
活
動

し
て
松
原
海
岸
で
漂
着
ご
み
の
清

掃
活
動
を
続
け
て
い
る
御
原
中

学
校
で
は
三
月
七
日
、
一
年
生

八
十
一
人
が
落
ち
葉
を
集
め
る
清

掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
活
動
は
昨
年
の
十
二
月

に
続
き
二
回
目
で
、
松
原
で
清
掃

活
動
や
保
全
に
取
り
組
む
「
慶
野

松
原
を
美
し
く
す
る
会
」（
岡
本

務
会
長
）
ら
と
一
緒
に
松
葉
や
苔

を
集
め
ま
し
た
。

　

同
校
の
一
年
生
は
、
総
合
学
習

の
時
間
を
利
用
し
た
環
境
教
育
と

し
て
、
美
し
く
す
る
会
や
淡
路
景

す
。

　

こ
の
日
は
、瓦
屋
根
標
準
設
計
・

施
工
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
例
示
工
法

で
定
め
ら
れ
た
基
準
風
速
最
大
の

秒
速
四
十
六
メ
ー
ト
ル
が
二
種
類

の
防
災
瓦
で
試
さ
れ
、
割
れ
や
ズ

レ
の
有
無
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

同
組
合
で
は
、「
試
験
機
の
導

入
に
よ
っ
て
瓦
の
性
能
が
数
値
で

示
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。
淡
路
瓦
の
品
質
の
良
さ
を
全

国
に
Ｐ
Ｒ
し
て
競
争
力
を
強
化
し

て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し

　

淡
路
瓦
工
業
組
合
（
福
原
幸
蔵

理
事
長
、
百
四
十
六
社
）
は
瓦
屋

根
の
耐
風
性
能
を
試
験
す
る
「
瓦

引
き
上
げ
性
能
試
験
機
」
を
導
入

し
二
月
二
十
四
日
、
組
合
員
ら
約

四
十
人
が
見
守
る
な
か
同
組
合
で

試
運
転
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

試
験
機
は
実
際
の
施
工
法
で
葺

い
た
屋
根
瓦
の
中
央
に
フ
ッ
ク
を

取
り
付
け
、
圧
縮
空
気
に
よ
っ

て
均
一
な
力
で
百
五
十
回
引
き
上

げ
、
加
圧
す
る
力
を
グ
ラ
フ
で
示

し
て
耐
風
性
能
を
数
値
化
し
ま

た
。

に
見
ご
ろ
を
迎
え
、
多
く
の
観
光

客
ら
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

広
田
梅
林
は
昨
年
十
一
月
に
、

一
万
四
千
平
方
メ
ー
ト
ル
が
拡
張

さ
れ
、
四
百
五
十
本
の
梅
の
木
が

植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

南
あ
わ
じ
市
観
光
協
会
で
は

「
梅
ま
つ
り
」
と
描
か
れ
た
の
ぼ

り
五
十
本
を
作
成
。
三
月
四
日
に

は
、
同
公
園
の
管
理
を
受
託
し
て

い
る
緑
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
（
廣
地

宏
会
長
）
役
員
ら
が
の
ぼ
り
を
公

園
内
や
付
近
の
道
路
沿
い
に
取
り

付
け
ま
し
た
。
同
役
員
ら
は
、
年

広
田
梅
林
ふ
れ
あ
い
公
園
で
「
梅
ま
つ
り
」

春
を
呼
ぶ
花
、
多
く
の
観
光
客
を
魅
了

淡
路
瓦
工
業
組
合

淡
路
瓦
の
耐
風
性
能
試
験
機
を
導
入

全
日
本
綱
引
大
会
に
出
場

観
園
芸
学
校
か
ら
、
清
掃
の
方
法

や
松
原
の
松
く
い
虫
被
害
の
状
況

を
学
ん
で
い
ま
す
。
生
徒
ら
も
松

の
種
を
播
き
、
卒
業
前
に
は
松
原

に
植
え
る
予
定
で
生
育
状
況
を
観

察
し
な
が
ら
育
て
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
交
通
公
園
付
近
で
約

一
時
間
活
動
し
、
砂
浜
に
直
接
日

が
当
た
る
よ
う
に
約
二
万
平
方

メ
ー
ト
ル
の
松
林
の
落
ち
葉
な
ど

を
取
り
除
き
ま
し
た
。

　

指
導
に
あ
た
っ
た
、
美
し
く
す

る
会
の
副
会
長
の
久
代
勝
さ
ん
は

「
中
学
生
が
活
動
に
参
加
し
て
く

れ
て
嬉
し
い
。
松
原
を
守
っ
て
い

く
活
動
を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
て

い
き
た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

四
十
年
以
上
生
徒
会
を
中
心
と

間
を
通
じ
て
、
梅
の
木
を
週
一
回

は
必
ず
手
入
れ
し
て
き
た
こ
と
も

あ
り
、開
花
の
喜
び
は
ひ
と
し
お
。

　

廣
地
会
長
は
「
広
田
梅
林
は
先

代
か
ら
継
承
し
続
け
て
い
る
地
元

の
シ
ン
ボ
ル
的
存
在
。
春
を
呼
ぶ

花
と
し
て
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
楽

し
ん
で
も
ら
い
た
い
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

▲山田さん

ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

水
泳
大
会
に
出
場

▲中田市長から激励を受ける出場選手ら

体
育
功
労
者
に
表
彰

▲秦さん

▲広田梅林の梅の花

▲松葉を集める中学生
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法律相談（先着８人）
◆内容　市民対象で市顧問弁護士による
◆日時　18日（火）13:30 ～ 16:30
　　　　25日（火）13:30 ～ 16:30
◆場所　三原市民センター１階小会議室
◆申込み　市民課☎43-5023予約必要

高齢者の総合相談
（年金・保険相談）

◆日時　21日（金）9:30 ～ 16:30
◆場所　県洲本総合庁舎
（法律相談）

◆日時　14日 ( 金 )、28日（金）
　　　　ともに 13:00 ～ 15:00
◆場所　県洲本総合庁舎
（申込み）☎0120-36-7830

テレビ電話による交通事故相談
◆日時　12日（水）10:30 ～ 16:00
◆場所　県洲本総合庁舎
◆申込み　☎ 0120-36-7830

テレビ電話による法律相談
◆日時　平日毎週木曜日 13:00 ～ 15:00
◆場所　県洲本総合庁舎
◆申込み　☎ 0120-36-7830

司法書士会による相談
（法律・登記相談）
◆日時　18日（火）10:00 ～ 12:00
◆場所　県洲本総合庁舎
（多重債務者相談）
◆日時　24日（月）10:00 ～ 12:00
◆場所　県洲本総合庁舎
（申込み）

野
のぐちやすし

口泰嗣司法書士事務所☎ 26-3123

こころのケア相談
◆内容　心の悩みや病気に関すること
◆日時　５日（水）14:00 ～ 16:00
◆場所　南淡路健康福祉事務所
　　　　（旧名＝三原健康福祉事務所）
◆申込み　☎ 52-0099予約必要

あわじ障害者生活支援センター移動相談
場 所 日　時

南淡公民館 ８日(土)13:00～16:00
緑公民館 15日(土)13:00～16:00
三原公民館 22日(土)13:00～16:00
西淡公民館 29日(土)13:00～16:00

◆内容　各種サービス・制度の案内等

◆あわじ障害者生活支援センター

 　☎ 22-5444　F22-5446

４月の
　無料相談

市
営
住
宅
入
居
者

○
さ
く
ら
台
団
地
（
賀
集
）

▽
対
象　

政
令
月
収
20
万
円
以
上

▽
募
集
戸
数　

1
戸　

や
え
棟
１

―
２
号　

３
Ｄ
Ｋ
（
単
身
不
可
）

▽
建
設
年
度　

平
成
10
年
度

▽
家
賃
月
額　

６
５
０
０
０
円

▽
駐
車
料
金　

１
台
２
５
０
０
円

▽
受
付
期
間　

４
月
15
日
ま
で
の

平
日

▽
公
開
抽
選　

４
月
21
日
（
金
）

午
前
10
時
、
西
淡
庁
舎
第
1
会

議
室

▽
申
込
み　

総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー

問
都
市
計
画
課
☎
37
・
３
０
１
６

※
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
中

（『
市
政
ニ
ュ
ー
ス
』
―
『
募
集
』）

保
育
所
臨
時
職
員
等
の
募
集

◆
臨
時
保
育
士
（
２
人
）

▽
勤
務
内
容　

産
休
・
育
休
保
育

士
の
代
替

▽
勤
務
場
所　

神
代
保
育
所
、
倭

文
保
育
園

▽
雇
用
期
間　

７
月
１
日
〜
翌
年

３
月
31
日

▽
応
募
資
格　

保
育
士
資
格
取
得
者

▽
賃
金　

月
額
１
４
８
０
０
０

円
。
交
通
費
支
給
。
健
康
保
険
、

厚
生
年
金
保
険
、
雇
用
保
険
、

労
災
保
険
に
加
入

◆
パ
ー
ト
保
育
士

▽
勤
務
内
容　

延
長
保
育
担
当

▽
勤
務
時
間　

午
後
４
時
〜
６
時

（
土
日
祝
日
を
除
く
）

▽
応
募
資
格　

保
育
士
の
資
格
取

得
者

▽
雇
用
期
間　

採
用
後
〜
翌
年
３

月
31
日
（
更
新
あ
り
）

▽
賃
金　

時
給
１
０
０
０
円
（
交
通

費
別
途
支
給
）
労
災
保
険
に
加
入

◆
選
考
方
法　

い
ず
れ
も
面
接
試
験

◆
申
込
み　

市
販
の
履
歴
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
資
格
証
明

書
を
添
え
て
福
祉
課
（
緑
庁
舎

☎
44
・
３
０
０
２
）
へ
送
付
ま

た
は
持
参
（
４
月
14
日
必
着
）

臨
時
保
育
士
、
パ
ー
ト
保
育
士

の
登
録
も
随
時
受
付
中

伊
加
利
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
臨
時
職
員

▽
勤
務
内
容　

看
護
師
業
務

▽
資
格
要
件　

看
護
師
・
准
看
護

師
の
資
格
を
有
す
る
者

▽
採
用
期
日　

５
月
１
日
（
月
）

▽
募
集
期
限　

４
月
17
日
（
月
）

▽
勤
務
時
間　

午
前
９
時
30
分
〜
午

後
３
時
30
分
（
土
日
祝
日
を
除
く
）

▽
賃
金　

時
給
１
３
０
０
円
、
交

通
費
支
給
、
労
災
保
険
加
入

▽
勤
務
場
所　

伊
加
利
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー

▽
選
考
方
法　

面
接
試
験
等

▽
申
込
み　

市
販
の
履
歴
書
に
現

在
有
す
る
資
格
の
証
明
の
写

し
添
付
の
う
え
、
長
寿
福
祉

課
（
〒
６
５
６
０
―
１
９
２
広

田
広
田
１
０
６
４
番
地
）
へ
郵

送
、
ま
た
は
持
参

問
長
寿
福
祉
課
☎
44
・
３
０
０
５

市
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
務
所

臨
時
（
外
業
・
内
業
）
職
員

▽
業
務
内
容　

外
業
（
発
掘
調
査

の
図
面
作
成
・
測
量
補
助
）、
内

業
（
遺
物
整
理
、
写
真
整
理
）

▽
勤
務
条
件　

５
月
上
旬
〜
18
年

９
月
30
日
。
月
曜
日
〜
金
曜
日

の
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
頃

（
土
日
祝
日
は
休
み
）。
勤
務
成

績
が
良
好
で
あ
れ
ば
、
６
か
月

ご
と
に
任
期
を
更
新

▽
賃
金　

外
業
＝
時
給
１
１
０
０

円
。
内
業
＝
９
０
０
円
。
社
会

保
険
、
雇
用
保
険
、
労
災
保
険

に
加
入

▽
採
用
予
定
人
員　

各
１
人

▽
応
募
資
格　

①
高
校
卒
業
以
上

の
方
②
要
普
通
免
許
③
35
歳

ま
で
の
健
康
な
方

▽
試
験
等　

採
用
に
あ
た
っ
て
、

筆
記
試
験
と
面
接
を
行
い
ま

す
▽
試
験
日　

４
月
下
旬

▽
申
込
み　

市
販
の
履
歴
書
に
必

要
事
項
と
外
業
・
内
業
の
希

望
を
明
記
の
上
、
埋
蔵
文
化

財
調
査
事
務
所
（
神
代
国
衙

１
１
０
０
）
に
郵
送
ま
た
は
持

参
。
４
月
17
日
（
必
着
・
土
日

除
く
）
ま
で

問
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
務
所
☎

42
・
３
８
４
９

淡
路
人
形
座

職
員
と
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

◆
人
形
座
職
員

▽
職
種　

人
形
遣
い
（
若
干
名
）

▽
受
験
資
格　

島
内
在
住
ま
た
は

出
身
。
平
成
18
年
３
月
高
等
学

校
卒
業
見
込
、
ま
た
は
卒
業
者

で
昭
和
59
年
４
月
２
日
以
降

生
ま
れ
。
経
験
不
問

◆
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

出
張
公
演
や
後
継
者
団
体
の
活

動
で
人
手
が
必
要
な
と
き
に
お
手

伝
い
し
て
い
た
だ
き
ま
す

問
（
財
）
淡
路
人
形
協
会
事
務
局

（
生
涯
学
習
文
化
振
興
課
内
）

☎
37
・
３
０
２
０

淡
路
す
こ
や
か
大
学

地
域
活
動
実
践
講
座
生

▽
入
学
資
格　

市
町
が
設
置
す
る

高
齢
者
大
学
の
卒
業
者
等

▽
内
容　

淡
路
の
歴
史
や
文
化
、

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
学
習

▽
開
催
期
間　

４
月
26
日
（
水
）

〜
翌
年
３
月
７
日
（
水
）、
年

間
20
回
程
度

▽
定
員　

30
人
（
先
着
）

▽
受
講
料　

年
間
６
０
０
０
円

▽
申
込
み　

県
立
淡
路
文
化
会
館

☎
０
７
９
９
・
85
・
１
３
９
１

農
林
水
産
統
計
の
調
査
員

▽
内
容　

農
家
・
事
業
所
な
ど
を

対
象
に
し
た
農
林
水
産
省
が

実
施
す
る
統
計
調
査
に
従
事

▽
調
査
時
期　

希
望
調
査
を
登
録

後
調
査
員
に
任
命
。
調
査
に
よ

り
時
期
が
異
な
り
ま
す

▽
身
分　

非
常
勤
の
国
家
公
務
員

問
近
畿
農
政
局
洲
本
統
計
・
情
報

セ
ン
タ
ー
☎
22
・
２
６
５
０

だ
ん
じ
り
唄
コ
ン
ク
ー
ル

▽
日
時　

４
月
23
日
（
日
）
午
前

９
時
〜
午
後
８
時
（
予
定
）

▽
場
所　

五
色
文
化
ホ
ー
ル
（
洲

本
市
五
色
庁
舎
３
階
）

▽
内
容　

島
内
の
だ
ん
じ
り
唄
保

存
会
・
愛
好
会
・
少
年
少
女
グ

ル
ー
プ
に
よ
る
発
表

問
県
立
淡
路
文
化
会
館

　

☎
０
７
９
９
・
85
・
１
３
９
１

事
業
主
の
皆
さ
ま
へ
、
労
働

保
険
年
度
更
新
手
続
に
つ
い
て

　

労
働
保
険
料
の
申
告
・
納
付
は
、

４
月
１
日
か
ら
５
月
22
日
ま
で
で

す
。
期
間
内
に
手
続
き
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
兵
庫
労
働
局
労
働
保
険
適
用
室

　

☎
０
７
８
・
３
６
７
・
０
７
９
０ 

淡
路
島
求
人
情
報

企
業
合
同
説
明
会

　

淡
路
島
内
の
求
人
企
業
が
、
Ｕ

タ
ー
ン
就
職
を
希
望
す
る
学
生
な

ど
を
対
象
に
合
同
で
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。

▽
日
時　

5
月
7
日
（
日
）
午
後

1
時
〜
4
時

▽
場
所　

洲
本
市
総
合
福
祉
会
館

▽
対
象　

19
年
3
月
大
学
・
短
大
・

高
専
・
専
修
学
校
卒
業
予
定
者

▽
参
加
企
業　

20
社
（
予
定
）

問
淡
路
し
ご
と
情
報
広
場
☎
26
・

２
０
８
７

地
元
出
身
・
加
地
亮あ

き
ら

選
手

応
援
バ
ス
ツ
ア
ー

▽
日
時
・
内
容　

４
月
22
日
（
土
）

万
博
記
念
公
園
競
技
場
で
行

わ
れ
る
Ｊ
リ
ー
グ
公
式
戦
・
ガ

ン
バ
大
阪
対
Ｆ
Ｃ
東
京
の
試

合
を
観
戦
。
出
発
は
午
前
11

時
、
西
淡
庁
舎

▽
参
加
費　

大
人
５
０
０
０
円
、

小
中
学
生
３
０
０
０
円
（
交
通

費
、
チ
ケ
ッ
ト
、
昼
食
含
）

▽
定
員　

50
人
（
先
着
）

▽
申
込
み　

南
あ
わ
じ
サ
ッ
カ
ー

　

協
会
・
河
辺
☎
０
９
０
・
３
６

　

２
２
・
８
９
４
３
、
F 

36
・
５

　

５
７
９

な
な
い
ろ
館
周
辺
の

清
掃
美
化

▽
日
時　

４
月
19
日
（
水
）
午
前

７
時
〜
約
１
時
間

　

※
一
般
参
加
歓
迎
。
雨
天
中
止

▽
場
所　

な
な
い
ろ
館
（
福
良
）

周
辺
。
同
駐
車
場
集
合

問
南
あ
わ
じ
市
観
光
協
会

　

☎
36
・
４
０
７
９

走
る
県
民
教
室

　

県
で
は
、
県
の
施
設
な
ど
を
見

学
し
、
県
政
に
理
解
を
深
め
て
も

ら
お
う
と
、
バ
ス
借
り
上
げ
費
用

の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す

▽
対
象　

島
内
の
自
治
会
、
高
齢

者
、
女
性
、
青
少
年
な
ど
の
地

域
団
体
（
20
人
以
上
）

▽
見
学
実
施
日　

６
月
１
日
〜
９
月

28
日
。
申
込
み
は
４
月
28
日
ま
で

▽
申
込
み　

淡
路
県
民
局
調
整
課

☎
26
・
２
０
０
９

さんちゃん市
◆日時　年中無休。午前９時～

午後６時

◆場所　ファームパークイン

グランドの丘入口横

◆内容　地元の新鮮な野菜・果

物・加工品を安値で販売

問さんちゃん市☎43-2882

しづおり朝市
◆日時　毎週日曜日午前８時

～11時 30分

◆場所　倭文まちづくりの丘

（しづおり団地上）

◆内容　地元でとれた新鮮な

野菜・果物を安値で販売

問朝市事務局☎46-0301

うずしお朝市
◆日時　４月 23 日（日）午前

９時～正午（毎月第４日曜）

◆場所　福良漁業協同組合

　（駐車場は旧福良中学跡地）

◆内容　魚介類や海産物などを安値

で販売。500円毎にスピードくじ

問福良漁協☎52 -0064

幡多の朝市
◆日時　毎週日曜日午前８時

30分～ 11時

◆場所　営農拠点センターの横

（榎列上幡多）

◆内容　地元でとれた新鮮な野

菜などを安値で販売

問事務局☎42-2047

ご
案
内

募　

集



南あわじ市 古典の夕べ
桜花と薪能の
     世界へようこそ！

◆日時　４月８日（土）15:00 ～ 21:00
◆場所　田中正平博士記念野外音楽
　堂（賀集、護国寺前）。雨天時、
　賀集スポーツセンター体育館。入場無料
◆内容　
　15:00 ～琴演奏・野点　ほか
　18:00 ～地元有志による芸能発表
　19:30 ～薪能（能楽協会神戸支部）
問生涯学習文化振興課☎ 37-3020

まなびの扉

27 26

■文化施設
滝川記念美術館「玉青館」
　☎36-2314
淡路人形浄瑠璃資料館
　☎43-5037
産業文化センター☎38-0201
淡路人形浄瑠璃館☎52-0260
埋蔵文化財調査事務所☎42-3849
■社会体育施設
サンライズ淡路☎45-1411
西淡社会教育センター・
西淡グラウンド☎36-2027
ゆとりっく☎36-5789
サンプール☎42-4994
サイクリングターミナル
　☎42-5310
三原健康広場☎42-5630
B&G南淡海洋センター
　☎52-2404
阿万スポーツセンター
　☎55-0652
賀集スポーツセンター
　☎54-0779
文化体育館☎50-5077
吹上浜野外教育センター
　☎55-0948
■公民館等
緑公民館☎44-3008
西淡公民館☎37-3028
三原公民館☎43-5038
南淡公民館☎50-3048
松帆地区公民館☎36-2137
湊地区公民館☎36-2055
津井地区公民館☎38-0201
丸山地区公民館☎39-0210
阿那賀地区公民館☎39-0011
伊加利地区公民館☎39-0567
西淡志知公民館☎36-5526
榎列公民館☎42-2393
八木地区公民館☎42-5956
市地区公民館☎42-5957
神代地区公民館☎42-5958
三原志知公民館☎42-6343
賀集地区公民館☎54-0331
北阿万地区公民館☎55-0055
阿万地区公民館☎55-0046
灘地区公民館☎56-0001
沼島地区公民館☎57-0001

広報 

今月の
おすすめ図書

●もったいないばあさんがくるよ！
真珠まりこ作（講談社）

お茶碗についたご飯粒。食
べるのが面倒なお魚。すっ
てんころりと転んでも、
もったいないばあさんが
「もったいなーい」と言って
来るよ！もったいないばあ
さんと一緒にいろんなもっ
たいないを学びましょう。
●チーム・バチスタの栄光
　海堂尊著（宝島社）

緑公民館図書室☎44-3008

●箸づかいに自信がつく本
小倉朋子監修（リヨン社）

箸づかいは案外人から見ら
れているもの。今さら聞
けないお箸のマナーがわか
る。箸の選び方や使い方か
ら、和食をいただくときの
マナー、子どもへの教え方
までイラスト入りでやさし
く説明します。
●もっと知りたい!十二支のひみつ
　大高成元著（小学館）

三原図書館☎43-5037

●はるがいったら
飛鳥井千砂著（集英社）

完璧主義者の姉と何事も
そつなくこなすが熱くな
れない弟。二人の間に横た
わるのは、介護され何とか
生きる老犬、ハル。どこか
が行き過ぎで、何かが足り
ない姉弟の物語。

●ぽんこちゃんのどろろんぱ
　たかどのほうこ作（あかね書房）

西淡公民館図書室☎37-3028

●ホームランを打ったことのない君に
長谷川集平作（理論社）

けがをしても野球への情熱は
失わない、野球部出身の仙吉。
いつかホームランを打つ。あ
きらめずにがんばろう・・・。
夢に向かって歩き続けること
の大切さを、野球が大好きな
少年と、野球を愛し続ける仙
吉との交流をとおして描く。

南淡図書館☎53-0234

～本と心のふれあいの場～

みんなの図書館
☆開館時間／9時30分～19時
　ただし、日曜日・祝日は、午後5時まで
　（緑・西淡公民館図書室は土曜日も5時まで）
☆休 館 日／月曜日・祝日の翌日・月末整理日（平日）

◆内容　市内の文化財を訪ねて
◆行程　護国寺（木造大日如来坐像）
　～ 成相寺（木造
　薬師如来立像）
　～ 国分寺（木造
　釈迦如来坐像・
　木造飛天坐像）
　～ 海軍予科練習
　生慰霊碑（慈母観音像）
◆講師　山本正二氏・徳田寿春氏
◆日時　４月30日（日）
　　　　午前９時30分～午後４時
◆集合　南淡図書館駐車場（9:30）
◆参加費　1,500円（昼食・拝観料等含む）
◆申込み　４月９日（日）までに南淡
　図書館（☎53-0234）へ。先着25人

◆期間　４月16日（日）～30日（日）
◆場所　南淡図書館　展示室

手作り講座「現地めぐり」

ま
な
び
の
扉

で
幅
広
く
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
が
指
導
し
ま
す

問
ゆ
と
り
っ
く
☎
36
・
５
７
９
０

サ
ン
プ
ー
ル
休
館
の
お
知
ら
せ

　

サ
ン
プ
ー
ル
は
、
４
月
３
日

（
月
）
ま
で
、
施
設
修
繕
工
事
の

た
め
、
臨
時
休
館
し
ま
す
。
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す

問
サ
ン
プ
ー
ル
☎
42
・
４
９
９
４

Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
番
組
「
新
兵
庫
史
を

歩
く
」
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　
「
新
兵
庫
史
を
歩
く
」
は
、
県

内
の
名
所
・
旧
跡
を
講
師
と
視
聴

者
が
訪
ね
て
歩
く
視
聴
者
参
加
型

の
番
組
で
す
。
参
加
者
の
移
動
を

誘
導
す
る
誘
導
員
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

（
20
人
程
度
）
を
募
集
し
ま
す

問
生
涯
学
習
文
化
振
興
課

　

☎
37
・
３
０
２
０

玉
青
館　
春
季
特
別
展

◆
直
原
玉
青　

善ぜ
ん
え
ん縁
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
展
Ⅰ　

〜
古こ

た
け武

コ
レ
ク
シ

ョ
ン
か
ら
〜

▽
内
容　

直
原
画
伯
と
同
郷
（
岡

　

　この像は、淡路国分寺（八木）

の本尊で像内に書かれている墨

書から暦
りゃくおう

応３年（1340）に造

られたことがわかっており、明

治 34 年８月２日に国宝に指定

され、現在は国の重要文化財に

指定されています。

　国分寺は、奈良時代に聖
しょうむ

武天

皇のご詔
しょうちょく

勅によって、国ごとに

建てられた寺で、丈
じょうろく

六（中国周

代の尺で計った一丈六尺＝像高 236cm）の釈迦如来像を

本尊とし、脇
わき じ

侍２体を造り、般
はんにゃきょう

若経１部を写すことを命

じたことに始まります。この像は、堂々たる風姿をもち、さす

が国分寺の本尊にふさわしい造形をなしています。

　　　　　　　問生涯学習文化振興課☎ 37-3020

働
く
婦
人
の
家　
事
業
案
内

◆
て
く
て
く
ウ
ォ
ー
ク

▽
日
時　

４
月
23
日
（
日
）
午
前

９
時
30
分
〜
午
後
１
時
30
分

▽
場
所　

牛
内
ダ
ム
周
辺

▽
内
容　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
し
な

が
ら
希
少
植
物
や
季
節
の
花
木

に
関
心
を
も
つ
（
雨
天
中
止
）

◆
レ
ザ
ー
ク
ラ
フ
ト

▽
日
時　

４
月
29
日
（
土
）
午
後

１
時
30
分
〜
３
時
30
分

▽
場
所　

働
く
婦
人
の
家

▽
内
容　

レ
ザ
ー
ク
ラ
フ
ト
体

験
。
６
回
行
い
ま
す
の
で
良
い

作
品
が
で
き
ま
す

◆
ち
ょ
っ
と
お
し
ゃ
れ
な
一
輪
生
け

▽
日
時　

４
月
13
日
（
木
）
午
後

７
時
30
分
〜
９
時

▽
場
所　

働
く
婦
人
の
家

▽
内
容　

心
の
癒
し
に
な
る
一
輪

生
け

◆
申
込
み　

働
く
婦
人
の
家
☎

43
・
２
３
２
６
。
締
切
４
月
７

日
ま
で

大
人
の
方
の
水
泳
教
室

▽
日
時　

４
月
23
日
（
日
）
午
後

２
時
〜
３
時

▽
場
所　

ゆ
と
り
っ
く

▽
料
金　

無
料

▽
内
容　

初
心
者
か
ら
上
級
者
ま

木も

く

ぞ

う

し

ゃ

か

に

ょ

ら

い

ざ

ぞ

う

造
釈
迦
如
来
坐
像
（
国
指
定
）

９
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●４月の図書館カレンダー

シリーズ山
県
）で
特
に
親
交
の
深
か
っ
た
、

高こ
う
づ津
理
容
美
容
専
門
学
校
の
前
理

事
長
・
古
武
隆た

か
し
ろ
う郎

氏
の
秘
蔵
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
約
40
点
を
公
開

▽
期
間　

４
月
15
日
（
土
）
〜
６

月
11
日
（
日
）
※
12
〜
14
日
の

間
は
、
作
品
入
替
作
業
の
た
め

２
階
展
示
室
が
ご
覧
い
た
だ

け
ま
せ
ん
。（
１
階
展
示
室
は

通
常
ど
お
り
）

問
玉
青
館
☎
36
・
２
３
１
４

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館

◆
テ
ー
マ
展
示

▲国分寺

初回トレーニング講習会
　
　トレーニングルームを利用する場合、
初回のみこの講習会を受講していただ
きます

●対象者　16歳以上
●講習会受講料　500円
●１講習会定員　６人（完全予約制）
●利用料金　200円（２回目以降）
●講習時間　約１時間30分
※申込みは４月４日（火）午前８時 30
分から電話で受付します。☎50-5077
※お子様連れでの受講はご遠慮ください 
     
月　日 第1講習時間 第2講習時間

４月  ９日
（日）

10:30 ～ 14:00 ～

４月 15日
（土）

10:30 ～ 14:00 ～

４月 21日
（金）

13:30 ～ 18:30 ～

エアロビクスダンス
　
　リズムに合わせ楽しく体を動かしなが
ら脂肪を燃焼させ、スタミナアップを
図りませんか？

●受講料　10回 5,000円
　（第１回の講習時にいただきます）
※申込みは、文化体育館☎50-5077

文化体育館「元気の森ホール」講習生の募集

回数 受講日 曜日 時間

第１回 ４月18日 火

午後７時

30分～

第２回 ４月25日 火

第３回 ５月  ２日 火

第４回 ５月16日 火

第５回 ５月23日 火

第６回 ５月30日 火

第７回 ６月  ６日 火

第８回 ６月13日 火

第９回 ６月20日 火

第 10回 ６月 27日 火

　

義よ
し
つ
ね
せ
ん
ぼ
ん
ざ
く
ら
だ
い
も
つ
う
ら

経
千
本
桜
大
物
浦
の
段
、

傾け
い
せ
い
あ
わ
の
な
る
と
じ
ゅ
ん
れ
い
う
た

城
阿
波
鳴
門
順
礼
歌
の
段

◆
川
原
金き
ん
ぽ
う鳳
展

　

淡
路
浄
曲
界
に
偉
大
な
業
績
を

残
し
な
が
ら
早
世
し
た
金
鳳
太
夫

を
偲
ぶ
遺
品
の
数
々
を
展
示
。
５

月
中
旬
ま
で

◆
吉
田
憲
三
絵
画
展

　

淡
路
人
形
絵
画
・
仏
画
等
力
作

を
多
数
展
示
。
５
月
中
旬
ま
で

◆
野
掛
舞
台
模
型（
制
作
・
江
里
口
勝
）

問
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館

　

☎
43
・
５
０
３
７

第
23
回
天
体
観
測
会

す
ば
る
星
団
の
食
を
見
よ
う

▽
日
時　

４
月
29
日
（
土
）
午
後

７
時
30
分
〜
９
時
30
分

▽
場
所　

神
代
小
学
校
校
庭

▽
参
加
費　

大
人
１
０
０
円
、
子

ど
も
無
料

▽
そ
の
他　

子
ど
も
は
保
護
者
同

伴
で
参
加
。
悪
天
候
時
は
室
内

で
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

問
神
代
小
学
校
天
体
観
測
ド
ー
ム

再
建
準
備
会
代
表
・
木
田
徹
☎

０
９
０
・
３
６
１
６
・
３ 

８
２
４

1
 2 　 3  4  5  6  7  8
 9  1 0  1 1  1 2  1 3  1 4  1 5
1 6  1 7  1 8  1 9  2 0  2 1  2 2
2 3  2 4  2 5  2 6  2 7  2 8  2 9 
3 0  

日 月 火 水 木 金 土

※○はおやすみです
月末日

子どもの読書活動作品展

●外交を喧嘩にした男
　小泉外交2000日の真実

　読売新聞政治部編（新潮社）
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結婚

夫氏名（地区） 妻氏名（地区） 届出日

川上　佳宏（広　田）

竹 田　　 昭（ 福 岡 県 ）

髙見　友康（阿　万）

奥野　広道（八　木）

瓶井　彰人（　市　）

惠比須貴紀（神　代）

柏 木　　 亮（ 松　 帆 ）

山本　大介（　市　）

立川　琢也（北阿万）

平野　　亮（淡路市）

長谷川宗治（松　帆）

林　　泰代（賀　集）

山口恵美子（尼崎市）

小西　幸江（神奈川県）

谷口　　愛（阿　万）

久保美佐子（宝塚市）

居上　和代（賀　集）

藤見映理子（　灘　）

雨堤まき子（八　木）

並木　香澄（福　良）

川尻みどり（津　井）

亀岡　育美（愛媛県）

２ 月 20 日

３ 月 １ 日

３ 月 ３ 日

３ 月 ３ 日

３ 月 ４ 日

３ 月 ６ 日

３ 月 11 日

３ 月 12 日

３ 月 15 日

３ 月 15 日

３ 月 19 日

平成18年3月19日までの受付分（敬称略）
※この欄への掲載を希望しない人は、届け出のときに窓口へお申し出ください。

赤ちゃん
性
別

保護者 地区 出生日

山本　隼
は や と

夢

小坂　萌
も え

依

榎本　亘
こ う き

希

木下　幸
ゆ き ね

音

箕浦　真
ま な

菜

増田　彩
あ や か

花

原渕　絢
けんしん

心

網島　大
や ま と

虎

境　 　美
み き

姫

阿部　亘
こ う た

汰

小林　拓
た く ま

真

河上　修
しゅうご

梧

堀　 　愛
あいな

那

狩野こころ

榎村　和
の ど か

花

鴻原　京
み や び

珠

道上　結
ゆ づ き

月

市林　　 将
しょう

後　　 結
ゆ い

心

髙瀬　夕
ゆ な

奈

阿部　侑
ゆ う や

也

田中　剛
つ よ し

志

男

女

男

女

女

女

男

男

女

男

男

男

女

女

女

女

女

男

女

女

男

男

真 也

泰 章

和 弘

量 右

秀 幸

美樹雄

聖 治

幸 治

和 彦

守

智 幸

泰 明

和 繁

聡 男

忠 士

逸

浩 行

崇 史

勝

友 彦

智

達 也

広 田

松 帆

阿 万

八 木

松 帆

賀 集

市

倭 文

阿 万

阿 万

潮美台

湊

榎 列

西脇市

松 帆

阿那賀

津 井

潮美台

阿 万

奈良県

広 田

八 木

２ 月 ８ 日

２ 月 ９ 日

２ 月 12 日

２ 月 12 日

２ 月 13 日

２ 月 15 日

２ 月 17 日

２ 月 17 日

２ 月 17 日

２ 月 20 日

２ 月 20 日

２ 月 20 日

２ 月 22 日

２ 月 25 日

３ 月 ２ 日

３ 月 ３ 日

３ 月 ４ 日

３ 月 ７ 日

３ 月 ９ 日

３ 月 10 日

３ 月 10 日

３ 月 11 日

出生

み ど り（☎44-3008）開設日：月・火・水・金 
せいだん（☎37-3028）開設日：月・火・木・金 
み は ら（☎42-7703）開設日：火・水・木・金 
なんだん（☎50-3048）開設日：月・火・水・金 

■南あわじ市子育て学習センター 

午前9時～ 
午後1時 

【開設時間】 
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子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー
に

　
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
？

人
権
作
文
・
優
秀
作
品
紹
介

●人　口 54,157人（前月比－28人）
　（男）　 26,150人（前月比－14人）
　（女）　 28,007人（前月比－14人）
●世帯数 18,035世帯（前月比＋8世帯）

※平成18年3月1日現在

ま
ち
の
動
き

▼
卒
業
記
念
の
ア
ル
バ
ム
づ
く
り

　
（
子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー
み
ど
り
）

　
ぼ
く
が
で
き
る
こ
と
は
ど
ん
な

こ
と
だ
ろ
う
。
た
い
し
た
こ
と
は

で
き
な
い
け
れ
ど
、
小
さ
な
親
切

は
で
き
る
か
も
。
足
の
不
自
由
な

人
を
お
ん
ぶ
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
け
れ
ど
、
車
イ
ス
を
お
し
て
あ

げ
る
こ
と
は
で
き
る
。
け
れ
ど
、

知
ら
な
い
人
が
こ
ま
っ
て
い
る
時

は
、
そ
の
小
さ
な
親
切
さ
え
ぼ
く

に
は
で
き
な
い
。
声
を
か
け
る
と

い
う
さ
さ
い
な
こ
と
が
な
か
な
か

で
き
な
い
。

　
ぼ
く
た
ち
が
、
何
と
も
思
わ
な

い
小
さ
な
段
も
、
車
イ
ス
の
人
に

と
っ
て
は
か
べ
の
よ
う
に
こ
え
ら

れ
な
い
こ
と
が
何
度
と
な
く
あ
る

と
思
う
。
小
さ
な
勇
気
が
ぼ
く
に

あ
れ
ば
、
か
べ
の
よ
う
な
段
も
、

ス
ロ
ー
プ
の
よ
う
に
進
む
こ
と
が

で
き
る
。
小
さ
な
勇
気
と
小
さ
な

気
く
ば
り
が
み
ん
な
に
あ
れ
ば
、

障
害
者
の
人
も
も
っ
と
も
っ
と
く

ら
し
や
す
く
な
る
と
思
う
。

　
最
近
は
、
階
段
の
横
に
は
ス

ロ
ー
プ
、
歩
道
に
は
点
字
ブ
ロ
ッ

ク
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
が
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
ス
ロ
ー
プ
が

急
だ
っ
た
り
、
点
字
ブ
ロ
ッ
ク

の
上
に
自
転
車
を
止
め
た
り
と
、

せ
っ
か
く
の
工
夫
が
役
に
立
た
な

い
時
が
あ
る
。

　
も
し
も
自
分
の
目
が
見
え
な

か
っ
た
ら
と
思
い
、
そ
の
場
で
目

を
つ
ぶ
っ
て
み
ま
し
た
。
一
歩
一

歩
、
お
そ
る
お
そ
る
足
を
出
す
。

そ
の
後
は
こ
わ
さ
の
あ
ま
り
、
前

に
進
む
こ
と
が
で
き
な
い
。
ま
る

で
ぼ
く
に
と
っ
て
は
、
ア
ス
レ

チ
ッ
ク
か
障
害
物
競
走
を
し
て
い

る
か
の
よ
う
だ
と
思
っ
た
。
細
い

細
い
棒
の
上
も
、
だ
れ
か
が
手
を

持
っ
て
く
れ
る
だ
け
で
、
す
ご
く

か
ん
た
ん
に
わ
た
れ
る
。
た
っ
た

一
人
の
か
た
手
だ
け
で
。
だ
か
ら

ぼ
く
に
も
で
き
る
こ
と
が
き
っ
と

あ
る
は
ず
。

　
今
、ぼ
く
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、

足
の
ホ
ネ
を
折
っ
て
一
日
中
ね
て

い
る
だ
け
だ
。
ご
は
ん
を
食
べ
る

の
も
、
足
が
い
た
く
て
す
わ
れ
な

い
か
ら
一
苦
労
で
す
。
フ
ォ
ー
ク

と
ス
プ
ー
ン
で
時
々
食
べ
さ
せ
て

あ
げ
ま
す
。
病
院
に
い
る
と
さ
び

し
い
だ
ろ
う
か
ら
、
お
見
ま
い
に

行
き
ま
す
。
ぼ
く
に
で
き
る
こ
と

は
そ
れ
く
ら
い
し
か
な
い
け
ど
、

お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
よ
ろ
こ
ん
で
く

れ
て
い
る
と
思
う
。
も
う
ち
ょ
っ

と
元
気
に
な
っ
た
ら
、
車
イ
ス
に

乗
っ
て
い
る
と
き
は
つ
い
て
あ
げ

よ
う
と
思
う
。

　
ぼ
く
に
で
き
る
こ
と
は
ど
ん
な

こ
と
だ
ろ
う
。
小
さ
な
手
助
け
は

で
き
る
は
ず
。
一
人
で
は
、
勇

気
が
い
る
こ
と
も
み
ん
な
で
す
れ

ば
と
て
も
か
ん
た
ん
。
だ
か
ら
ぼ

く
は
一
人
一
人
の
小
さ
な
勇
気
を

ク
ラ
ス
の
み
ん
な
に
よ
び
か
け
た

い
。
そ
し
て
、
で
き
る
こ
と
を
少

し
ず
つ
増
や
し
て
い
き
た
い
。

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
心
豊
か

に
子
育
て
が
楽
し
め
る
よ
う
、
乳

幼
児
期
の
子
育
て
中
の
両
親
を
支

援
す
る
環
境
づ
く
り
と
し
て
「
子

育
て
学
習
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し

て
い
ま
す
。

　
子
育
て
は
と
て
も
大
事
な
仕
事

で
す
が
、
全
部
一
人
で
抱
え
込
ん

で
い
て
は
疲
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

大
変
な
子
育
て
だ
か
ら
こ
そ
一
人

で
悩
ま
ず
、み
ん
な
が
集
う
中
で
、

親
も
子
も
育
ち
あ
え
る
よ
う
に
、

と
も
に
学
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
子
育
て
の
仲
間
を
見
つ
け
に
、

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
み
ん

な
で
仲
良
く
遊
び
ま
し
ょ
う
。

　
市
内
四
つ
の
子
育
て
学
習
セ
ン

タ
ー
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
独
自
の

事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　「
ぼ
く
が
で
き
る
こ
と
」

松
帆
小
五
年
　
岡
本
拓
也



いきいき健康生活
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い
き
い
き
健
康
生
活

●緑保健福祉センター
☎44-3009
●西淡保健センター
☎37-3029
●三原保健センター
☎43-5039
●南淡福祉保健センター
☎ 50-2122
●健康課
☎44-3004

 ■休日応急診療所（広域消防南淡分署☎53-1536）
診察日 9：00～16：30 19：00～22：30

４月  2日（日） 日 笠 久 美 医師 大 森 弘 之 医師
４月  9日（日） 鈴 木 俊 示 医師 穀 内 勇 夫 医師
４月16日（日） 富 本 喜 文 医師 畑 田 卓 也 医師
４月23日（日） 友 清 龍 一 郎 医師 渡 辺　　 優 医師
４月29日（土） 日 笠 久 美 医師 斉 藤 雅 文 医師
４月30日（日） 橋 田 友 孝 医師 柴 田 亮 平 医師

 ■時間外診療病院
曜日 病　　院　　名 曜日 病　　院　　名

月 平 成 病 院
☎ 42 - 5335 木 翠 鳳 第 一 病 院

☎ 45 - 0099

火
平 成 病 院
☎ 42 - 5335 金 中 林 病 院

☎ 42 - 6200
八 木 病 院
☎ 42 - 6188 土 翠 鳳 第 一 病 院

☎ 45 - 0099

水
中 林 病 院
☎ 42 - 6200 ●平日は午後6時から午後11時まで

●土曜日は午後1時から 
午後11時まで南 淡 路 病 院

☎ 53 - 1553

４月の健康カレンダー

2006.4.1発行

※健康カレンダーは南あわじ市ホームページの「イベントカレンダー」からでも
　ご覧いただけます。アドレスは、http://www.city.minamiawaji.hyogo.jp/

診察日 担当医師 備　考
４月  2日（日） 植 村 幹 二 郎 医師

　担当医は都合により変更
になることもあります。
　受診前に電話をおかけく
ださい（☎23ｰ2700）

４月  9日（日） 坂 口 実 奈 子 医師
４月16日（日） 田 中 一 宏 医師
４月23日（日） 富 本 康 仁 医師
４月29日（土） 奥 村　　 司 医師
４月30日（日） 大 橋　　 明 医師

 ■休日小児救急診療（県立淡路病院）

町
ぐ
る
み
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
申
込
み
は
４
月
14
日
ま
で

日 曜日 受付時間 場　　所

24 月 11:30～16:00 西 淡 保 健 セ ン タ ー
28 金 〃 農村環境改善センター

内　　　容 日 曜日 受付時間 場　　所
強い歯・幼児フッ素塗布
（平成15年１月・15年７月生）

４ 火 13:30～13:45

緑保健福祉センター
２歳児歯科健診

（平成 16 年１月生）
７ 金 13:15～13:30

母親学級（前期） 13 木 13:30～14:00
コアラ教室 27 木   9:30～11:00

育児相談
（平成17年２月生・
平成17年９月生）

６ 木 13:30～14:30 緑保健福祉センター
10 月 〃 西淡保健センター
24 月 〃 南淡福祉保健センター
28 金 〃 三 原 保 健 セ ン タ ー

１歳６か月児健康診査
（平成16年９月・10月生）

11 火 13:30～13:45 緑保健福祉センター
12 水 〃 三原 保 健 セ ン タ ー
14 金 〃 南淡福祉保健センター

10か月児健康診査
（平成17年６月生）

18 火 13:30～13:45 西 淡保健センター
19 水 〃 三原保健センター
21 金 〃 南淡福祉保健センター

４か月児健康診査
（平成17年 12月生）

25 火 13:30～13:45 緑保健福祉センター
26 水 〃 三原保健センター
28 金 〃 南淡福祉保健センター

▽日時　5月 18日（木）～翌年2月 15日（木）
　合計11回
▽日時　原則として、毎月第3週の木曜日
　午後1時 30分～ 4時 50分
▽場所　榎列公民館（おのころ島神社となり）
▽内容　健康、医療、公衆衛生全般について、
　市内の医師らが講義します
▽定員　70人
▽対象　市内在住の18歳以上
▽申込み　申込書（後日、新聞折込）に受講料
　1,000円を添えて、最寄の保健センターへお
　申込みください
▽募集期間　4月 10日（月）～21日（金）
問健康課☎44-3004

申
込
書
は
４
月
上
旬
に
郵
送

　

申
込
書
は
４
月
上
旬
、
ご
自
宅

（
住
民
登
録
地
）
に
世
帯
主
あ
て

に
郵
送
し
ま
す
。
申
込
書
を
紛
失

し
た
り
間
違
っ
て
廃
棄
し
た
り
す

る
こ
と
の
無
い
よ
う
、
到
着
後
は

す
ぐ
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

記
入
方
法

　

申
込
書
の
各
健
診
（
検
診
）
項

目
ご
と
に
、
必
ず
、
受
け
る
・
受

け
な
い
の
い
ず
れ
か
を
○
で
囲
ん

で
く
だ
さ
い
。
年
齢
、
性
別
等
で

対
象
外
と
な
る
検
診
項
目
は
、
あ

ら
か
じ
め
網
掛
け
等
で
黒
く
隠
さ

れ
て
い
ま
す
（
男
性
の
子
宮
が
ん

検
診
な
ど
）。

4
月
14
日
ま
で
に
返
送

　

申
込
書
は
、
4
月
14
日
（
金
）

ま
で
に
同
封
の
返
信
用
封
筒
（
切

手
不
要
）
入
れ
て
返
送
す
る
か
、

保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
持
ち
く
だ

さ
い
。投
函
等
が
困
難
な
場
合
は
、

保
健
セ
ン
タ
ー
へ
の
電
話
回
答
も

可
能
で
す
。

　

地
区
役
員
の
方
に
よ
る
回
収
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
基
本
項
目
を
受
診
し

な
い
場
合
は
そ
の
理
由
の
番
号
を

記
入
し
て
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

健
診
の
目
的

①
生
活
習
慣
を
振
り
返
り
、
改
善

　

す
る
き
っ
か
け
に
す
る（
一
次
予
防
）

　

さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
の
検
査

に
よ
り
、
自
分
の
体
の
状
態
を
知

り
、日
頃
の
生
活
習
慣
を
見
直
す
。

②
病
気
を
早
期
発
見
し
、
早
期
治

　

療
に
つ
な
げ
る
（
二
次
予
防
）

　

多
く
の
病
気
は
、
発
見
が
早
い

ほ
ど
病
気
や
治
療
の
苦
労
が
少
な

く
、治
る
確
率
も
高
い
。
健
診
で
、

隠
れ
た
病
気
の
サ
イ
ン
を
見
つ
け

る
。

生
活
習
慣
病
は
無
症
状

　

現
在
、
日
本
人
の
死
亡
原
因
の

上
位
は
、が
ん
、心
臓
病
、脳
卒
中
、

糖
尿
病
な
ど
が
し
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
、
食
事
や
運
動
、
喫
煙

な
ど
毎
日
の
生
活
習
慣
が
主
な
原

因
と
な
る
「
生
活
習
慣
病
」
で
す
。

自
覚
症
状
は
病
気
が
進
行
す
る
ま

で
無
い
も
の
が
多
く
、
健
診
が
早

期
発
見
の
大
切
な
チ
ャ
ン
ス
に
な

り
ま
す
。

　

超
高
齢
社
会
の
現
在
、
高
齢
期

の
方
は
介
護
予
防
の
た
め
に
、
青

年
期
や
壮
年
期
の
方
は
健
康
増

進
や
生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
に

も
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
、
町
ぐ
る

み
健
診
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

自
分
の
健
康
状
態
を
確
認
し
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
の
た
め
の
町
ぐ

る
み
健
診
が
、
7
月
3
日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　

今
年
の
乳
が
ん
お
よ
び
子
宮
ガ
ン
検
診
（
2
年
に
1
回
検
診
）
は
、

奇
数
年
生
れ
の
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
間
違
い
の
な
い
よ
う
に
お

願
い
し
ま
す
。

第28回南あわじ市健康大学講座
南あわじ市健康づくりセミナー

受 講 生 募 集

▲町ぐるみ健診申込書

内容 日 曜日 時間 場所
生活習慣病相談、栄
養相談、血糖測定、
尿検査、血圧測定、
体脂肪測定など

３ 月   9:00 ～ 11:00 三原保健センター
５ 水   〃 緑保健福祉センター
５ 水   〃 西淡保健センター
24 月   〃 南淡福祉保健センター

介護予防相談
（血圧測定、尿検など）

６ 木   〃 ふ く ら 荘
27 木   〃 仁 尾 荘

内容 日 曜日 時間 場所

糖尿病予防教室

月１回６か月コース。軽

症糖尿病の方・64歳ま

での方を対象（要予約）

12 水  9:00 ～ 11:30
緑保健福祉センター

19 水  〃
６ 木  〃

西淡保健センター
26 水  〃
17 月  〃

三原保健センター
24 月  〃
12 水  〃

南淡福祉保健センター
19 水  〃

内容 日 曜日 時間 場所

機能訓練を必要とされ
る方を対象（要予約）

５ 水 13:30 ～ 15:30 緑保健福祉センター
10 月 〃 南淡福祉保健センター
12 水 〃 西 淡 保 健 セ ン タ ー

内容 日 曜日 時間 場所
講話、調理実習 13 木  9:30 ～ 12:00 南淡福祉保健センター

内容 日 曜日 時間 場所
ストレッチ体操 ６ 木 13:30 ～ 15:00 三 原 保 健 セ ン タ ー
エアロビクス・ダン
ベル体操（要予約）

11 火 〃 南淡福祉保健センター
17 月 〃 緑保健福祉センター

内容 日 曜日 時間 場所

介護予防の体操・
講話など

65歳以上を対象

3 月 13:30 ～ 15:30 三 原 保 健 セ ン タ ー
３ 月   9:30 ～ 11:00 南淡福祉保健センター
17 月 13:30 ～ 15:30 三 原 保 健 セ ン タ ー
19 水 〃 緑保健福祉センター
20 木   9:30 ～ 11:00 沼 島 総 合 セ ン タ ー
26 水 13:30 ～ 15:30 湯 の 川 荘

内容 日 曜日 時間 場所
転倒予防を含めた
足腰の運動
65歳以上を対象（要
予約）

18 火
  9:30 ～ 11:30

緑保健福祉センター
13:30 ～ 15:30

25 火
  9:30 ～ 11:30
13:30 ～ 15:30
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季節の健康レシピ季節の健康レシピ食 
中華風炊き込みご飯　（４人分）

　　　【材　料】
　米          　２８０g
　水　　　　米と同量
豚ももうす切肉　　160g
　しょうゆ 　小さじ２
　酒　大さじ１と1/3
干しいたけ　　　４枚
にんじん　　　  60g
ゆでたけのこ     40g
小松菜           120g
油      大さじ１と1/4
　　塩　  小さじ2/5
Ａ　しょうゆ　小さじ１と1/3
　　さとう　小さじ１と1/3

　　　　　　　【作り方】
①米は炊く30分～１時間前に洗い、ざるにあげ
て水を切っておく。

②豚肉は２cm幅に切り、しょうゆと酒をまぶす。
③干しいたけはもどして軸を除きせん切りにする。
④にんじんは皮をむいて小さめの短冊切りに、た
けのこは３ｃｍ長さほどのうす切りにする。

⑤小松菜はよく洗って水気を切り３cm長さに切る。
⑥なべに油を熱し、つけ汁を切った豚肉をさっと
炒め、続いてにんじん、たけのこ、干しいたけ
の順に加えて炒める。最後に小松菜を加えて、
汁気が出ないように強火でさっと炒め合わせ、
肉のつけ汁とＡで調味する。

⑦炒めた具をざるにあけ、汁を別にとる。
⑧洗った米に同量の水と⑦の汁を加え炊く。炊き
上がったら、具を上にのせ蒸らす。
　（１人分＝404kcal、たん白質14.1ｇ、塩分1.3ｇ）

　

月
と
太
陽
の
引
力
に
よ
っ
て
で

き
る
潮
の
満
ち
引
き
に
よ
り
、
水

面
に
落
差
が
で
き
、
満
潮
側
か
ら

干
潮
側
へ
と
流
れ
込
み
、
潮
の
流

れ
が
生
ま
れ
ま
す
。
幅
が
一
・
三

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
程
と
狭
く
、
く
び

れ
た
形
の
鳴
門
海
峡
で
は
、
よ
り

潮
流
が
早
く
な
り
、
く
ぼ
み
や
浅

瀬
な
ど
海
底
の
複
雑
な
地
形
に
勢

い
よ
く
流
れ
込
む
こ
と
に
よ
り
、

渦
が
発
生
し
ま
す
。

　

春
と
秋
の
「
大
潮
」
の
こ
ろ
に

は
、
直
径
二
十
メ
ー
ト
ル
に
も
な

る
大
渦
が
巻
き
ま
す
。

う
ず
潮

　

国
体
は
多
く
の
方
々
に
支
え

ら
れ
て
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

相
撲
競
技
で
は
機
運
を
盛
り
上

げ
、
ス
ム
ー
ズ
に
大
会
運
営
を

行
う
た
め
、
四
つ
の
専
門
委
員

会
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
競
技
・
式
典
専
門
委
員
会
＝

選
手
の
誘
導
、
表
彰
式
や
開

閉
会
式
な
ど

②
宿
泊
・
医
事
・
環
境
衛
生
専

門
委
員
会
＝
宿
泊
、
弁
当
、

売
店
、
医
療
救
護
、
美
化
な

ど
③
輸
送
・
交
通
・
通
信
専
門
委

員
会
＝
選
手
や
一
般
客
の

輸
送
、
会
場
周
辺
の
交
通
対

策
、
警
備
な
ど

④
総
務
・
企
画
専
門
委
員
会
＝

選
手
接
待
や
市
民
参
加
の

Ｐ
Ｒ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

相
撲
競
技
の
運
営
に
協
力
し

て
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
募
集
し
ま
す
。

◆
活
動
内
容

①
撮
影
部
門　

全
国
の
皆
さ
ん

に
広
く
観
戦
し
て
い
た
だ

く
た
め
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
の
競
技
中
継
を
行
い
ま

す
。
そ
の
中
継
の
た
め
の
撮

影
補
助
を
行
い
ま
す

②
記
録
写
真
部
門　

デ
ジ
タ
ル

カ
メ
ラ
で
大
会
の
様
子
を

撮
影
し
ま
す
。
相
撲
の
躍
動

感
と
臨
場
感
、
感
動
を
記
録

に
残
し
て
い
き
ま
す

③
運
営
補
助
部
門　

競
技
記
録

の
速
報
配
布
や
四
十
七
都

道
府
県
の
選
手
・
監
督
の
も

て
な
し
を
し
ま
す

問
国
体
推
進
室
☎
50
・
３
０
３
６

 

国
体
を
支
え
る
、
縁
の
下
の
力
持
ち

広報 

 

 

国
体
推
進
室

国
体
だ
よ
り　
第
15
号

▲「鳴門のうず潮」（里口寿信撮影・南あわじ市観光写真コンテスト最優秀作品）

▲国体ボランティアの皆さん　　
（H17リハーサル大会、文化体育館）

春の観光シー
ズン到来を前
に、運航の安
全を祈願して
の酒樽を流し
ました
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